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北
魏
宗
廟
祭
祀
制
度
の
研
究

は
じ
め
に

　

宗
廟
祭
祀
制
度
は
礼
制
体
系
の
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
国
家
権
力
の
性
格
と
関
わ
っ
て
い
る
。
宗
廟
の
設
置
と
そ
の
祭
祀
と
は
、
歴
代
王
朝
の
礼
制
の
中
で

も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
後
漢
以
降
、
宗
廟
の
設
置
と
そ
の
祭
祀
儀
礼
と
は
一
定
の
形
式
を
確
立
し
た
が
、
各
王
朝
の
宗
廟
祭
祀
制
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色

張
　
　
　
雯
　
雯

　

宗そ
う

廟び
ょ
う

祭さ
い

祀し

制せ
い

度ど

は
礼
制
体
系
の
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
国
家
権
力
の

性
格
と
関
わ
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
後
漢
以
降
、
宗
廟
の
設
置
と
そ
の
祭

祀
儀
礼
と
は
一
定
の
形
式
を
確
立
し
た
が
、
各
王
朝
の
宗
廟
祭
祀
制
度
に

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
色
が
あ
る
。
北ほ
く

魏ぎ

は
北
方
遊
牧
民
族
の
鮮
卑
拓
跋

部
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
長
期
に
亘
っ
て
南
方
の
漢
民
族
王
朝
と
対
抗
し

た
政
権
で
あ
る
。
北
魏
は
華
夏
正
統
王
朝
を
自
認
し
、
漢
民
族
の
制
度
を

受
け
入
れ
、
ま
た
孝
文
帝
期
に
全
面
的
な
漢
化
政
策
を
行
っ
た
。

　

本
論
で
は
、
孝こ
う

文ぶ
ん

帝て
い

の
宗そ
う

廟び
ょ
う

改か
い

革か
く

を
中
心
に
そ
れ
以
前
の
北
魏
前
期

と
孝
文
帝
以
降
と
の
二
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
北
魏
の
宗
廟
の
設
置
、
宗

廟
祭
祀
制
度
の
形
成
と
そ
の
沿
革
、
ま
た
宗
廟
改
革
以
降
の
祭
祀
儀
礼
を

考
察
す
る
。
北
魏
前
期
は
南な
ん

北ぼ
く

正せ
い

統と
う

性せ
い

の
争あ
ら
そ
い
及
び
胡こ

漢か
ん

の
要よ
う

素そ

の
混

在
、
皇
権
の
強
化
の
課
題
な
ど
の
影
響
で
、
宗
廟
祭
祀
で
は
漢
民
族
の
伝

統
と
北
方
民
族
の
伝
統
が
混
在
し
て
い
た
。
孝
文
帝
の
宗
廟
改
革
に
よ
っ

て
、
儒
家
の
礼
説
に
合
う
宗
廟
祭
祀
制
度
が
出
現
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】「
宗そ
う

廟び
ょ
う

祭さ
い

祀し

制せ
い

度ど

」「
北ほ
く

魏ぎ

」「
孝こ
う

文ぶ
ん

帝て
い

の
宗そ
う

廟び
ょ
う

改か
い

革か
く

」

「
南な
ん

北ぼ
く

正せ
い

統と
う

性せ
い

の
争あ
ら
そい
」「
胡こ

漢か
ん

の
要よ
う

素そ

」

論
　
文
　
要
　
旨
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が
あ
る
。

　

北
魏
は
北
方
遊
牧
民
族
の
鮮
卑
拓
跋
部
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
長
期
に
亘
っ
て
南
方
の
漢
民
族
王
朝
と
対
抗
し
た
政
権
で
あ
る
。
北
魏
は
積
極
的
に
漢
民
族

の
制
度
を
受
け
入
れ
、
ま
た
孝
文
帝
期
に
全
面
的
な
漢
化
政
策
を
行
っ
た
。
北
魏
の
礼
制
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
、
陳
寅
恪
氏
の
『
隋
唐
制
度
淵
源
畧
論

稿（
１
）』
で
は
、
隋
唐
制
度
の
淵
源
と
し
て
北
魏
と
北
斉
、
梁
と
陳
、
及
び
西
魏
・
北
周
の
三
つ
の
潮
流
を
挙
げ
て
詳
し
く
考
察
し
た
。
し
か
し
陳
氏
の
研
究
は
隋

唐
制
度
の
概
略
に
限
ら
れ
、
北
魏
の
具
体
的
な
祭
祀
儀
礼
に
つ
い
て
は
考
察
し
て
い
な
い
。

　

金
子
修
一
氏
は
、
一
九
七
九
年
の
「
魏
晋
よ
り
隋
唐
に
至
る
郊
祀
・
宗
廟
の
制
度
に
つ
い
て（

２
）」

に
お
い
て
、
孝
文
帝
以
降
の
北
魏
の
宗
廟
祭
祀
制
度
を
考
察

し
た
。
ま
た
二
○
○
六
年
の
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究（

３
）』

で
は
、
孝
文
帝
以
前
の
北
魏
前
期
の
宗
廟
祭
祀
制
度
も
加
え
て
論
述
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
魏

前
期
に
中
国
風
の
祭
祀
儀
礼
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
北
方
民
族
の
要
素
も
混
在
し
て
い
た
こ
と
、
孝
文
帝
は
漢
化
政
策
を
進
め
る
な
か
で
中
国
的
な

郊
祀
・
宗
廟
制
度
を
導
入
し
、
郊
祀
・
宗
廟
な
ど
の
皇
帝
祭
祀
の
親
祭
を
励
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
北
朝
で
は
北
魏
の
孝
文
帝
以
降
、
礼
学

に
則
っ
た
宗
廟
の
制
度
が
行
わ
れ
た
、
と
指
摘
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
の
趙
永
磊
氏
の
「
塑
造
正
統
：
北
魏
太
廟
制
度
的
構
建（

４
）」

は
、
北
魏
太
廟
制
度
の
成
立
を
二
つ
の
段
階
に
分
け
、
道
武
帝
か
ら
献
文
帝
ま
で
は

「
天
子
七
廟
」
を
形
成
す
る
段
階
で
、孝
文
帝
か
ら
孝
明
帝
ま
で
は
太
廟
制
度
を
確
立
す
る
段
階
で
あ
る
、と
述
べ
た
。
ま
た
楼
勁
氏
の
『
北
魏
開
国
史
探（

５
）』

は
、

道
武
帝
が
建
て
た
廟
制
（
天
興
廟
制
）
と
北
魏
の
国
家
体
制
の
成
立
と
を
結
び
つ
け
、
新
し
い
視
点
か
ら
道
武
帝
時
期
の
宗
廟
祭
祀
制
度
を
研
究
し
、
道
武
帝

期
の
宗
廟
祭
祀
は
、
南
北
両
朝
の
正
統
性
の
争
い
、
北
魏
に
お
け
る
『
周
礼
』
の
受
け
入
れ
と
「
父
子
相
続
」
の
皇
位
継
承
制
度
の
下
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　

ほ
か
に
、
祭
祀
制
度
を
手
掛
り
に
北
魏
の
政
治
制
度
を
考
察
し
た
研
究
も
あ
る
。
例
え
ば
、
康
楽
氏
の
『
従
西
郊
到
南
郊（

６
）』
で
は
、
北
方
民
族
の
西
郊
祭
天

か
ら
漢
民
族
の
南
郊
祭
天
へ
の
変
遷
を
念
頭
に
置
い
て
、
孝
文
帝
の
漢
化
政
策
や
孝
道
と
北
魏
政
治
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。

　

北
魏
宗
廟
祭
祀
制
度
の
研
究
に
お
い
て
北
魏
の
宗
廟
祭
祀
制
度
、
特
に
孝
文
帝
の
漢
化
改
革
前
の
北
魏
前
期
の
制
度
の
研
究
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
筆

者
は
、
先
人
の
研
究
成
果
の
も
と
に
、
北
魏
前
期
の
宗
廟
の
設
置
と
祭
祀
儀
礼
に
つ
い
て
、
特
に
当
時
の
政
治
状
況
と
結
び
つ
け
て
考
察
し
、
北
魏
礼
制
の
発

展
と
そ
の
特
徴
と
の
長
期
的
な
把
握
を
試
み
た
い
。
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第
一
章
　
北
魏
前
期
の
宗
廟
の
あ
り
方

　
『
魏
書
』（
以
下
、『
魏
書
』
を
引
用
す
る
時
に
は
書
名
を
省
略
す
る
）
の
本
紀
と
巻
一
〇
八
・
礼
志
一
～
二
と
に
あ
る
北
魏
宗
廟
祭
祀
に
関
す
る
記
事
で
は
、

北
魏
前
期
の
道
武
帝
・
明
元
帝
期
と
、
後
の
太
武
帝
～
献
文
帝
期
の
宗
廟
設
置
に
つ
い
て
少
し
く
異
同
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
道
武
帝
・
明
元
帝
期
の
宗
廟
祭

祀
、
太
武
帝
～
献
文
帝
期
の
宗
廟
祭
祀
、
及
び
女
性
の
廟
に
つ
い
て
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
分
析
す
る
。

一
、
道
武
帝
・
明
元
帝
期

　

前
秦
が
三
八
三
年
の
淝
水
の
戦
い
で
東
晋
に
敗
北
し
て
弱
体
化
し
た
後
、
拓
跋
珪
は
登
国
元
年
（
三
八
六
）
正
月
に
牛
川
で
代
王
に
即
位
し
て
前
秦
に
滅
ぼ

さ
れ
て
い
た
政
権
を
再
建
し
、
同
年
四
月
に
魏
王
と
改
称
し
た
。
そ
し
て
、
天
興
元
年
（
三
九
八
）
六
月
に
国
号
を
「
魏
」
と
し
、
七
月
に
盛
楽
か
ら
平
城
に

遷
都
し
て
十
二
月
に
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
。
楼
勁
氏
は
道
武
帝
即
位
前
の
一
連
の
国
家
体
制
の
整
備
活
動
を
考
察
し
、
北
魏
は
儒
家
の
経
典
に
基
づ
い
て
国

家
体
制
を
整
備
し
た
が
特
に
『
周
礼
』
の
影
響
が
大
き
く
、
道
武
帝
は
一
つ
の
部
族
の
君
主
だ
け
で
は
な
く
統
一
王
朝
の
皇
帝
を
目
指
し
た
、
と
指
摘
し
た（

７
）。

川
本
芳
昭
氏
も
、
五
胡
十
六
国
時
代
に
も
有
徳
で
あ
れ
ば
中
華
の
主
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
胡
族
が
存
在
し
、
ま
た
時
代
が
降
る
と
自
ら
を
中
華
と

認
識
と
す
る
胡
族
が
出
現
す
る
よ
う
に
も
な
る
、
と
述
べ
、
ま
た
北
魏
の
動
き
は
五
胡
諸
国
に
お
け
る
中
華
意
識
の
成
長
過
程
の
先
駆
け
を
な
し
た
、
と
指
摘

し
た（

８
）。

　

ま
た
、
巻
一
・
序
紀
と
巻
二
三
・
列
伝
第
一
一
・
衛
操
伝
よ
り
鮮
卑
拓
跋
部
は
以
前
か
ら
黄
帝
の
後
裔
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
天
興
元
年
に

道
武
帝
は
こ
れ
を
理
由
と
し
て
王
朝
の
行
次
を
土
徳
と
定
め
た（

９
）。
黄
帝
の
後
裔
を
名
乗
っ
て
い
る
の
で
、
当
然
中
国
の
正
統
な
王
朝
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
、
南
方
に
は
漢
民
族
の
王
朝
が
存
在
し
た
。
南
北
両
朝
の
正
統
性
の
争
い
の
下
で
、
礼
楽
制
度
は
政
権
の
正
統
性
を
表
す
重
要
な
標

し
る
べ

と
な
る
。
北
魏
建
国
以
前
の
部
族
国
家
時
代
に
も
祖
先
祭
祀
の
伝
統
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
北
魏
の
宗
廟
祭
祀
は
南
北
両
朝
の
正
統
性
の
争
い
と
の
関
わ

り
が
深
く
な
っ
て
く
る
。

　

北
魏
の
太
廟
は
道
武
帝
天
興
元
年
の
七
月
に
建
て
ら
れ
、
そ
し
て
翌
年
の
十
月
に
完
成
し
た
。
巻
二
・
太
祖
紀
、
天
興
二
年
（
三
九
九
）
の
條
（
本
稿
の
本

論
部
分
は
常
用
体
を
使
用
す
る
が
、
引
用
史
料
部
分
は
旧
体
字
の
ま
ま
と
す
る
。）
で
は
、
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冬
十
月
、
太
廟
成
、
遷
神
元

　
　

冬
十
月
、
太
廟
成
、
遷
神
元
・・
平
文
平
文
・・
昭
成
昭
成
・・
獻
明
皇
帝
神
主
于
太
廟
。

獻
明
皇
帝
神
主
于
太
廟
。

と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
條
で
は
、
次
の
よ
う
に
太
祖
紀
の
條
と
は
少
し
く
表
現
に
異
同
が
あ
る
。

　
　

冬
十
月
、
平
文

　
　

冬
十
月
、
平
文
・・
昭
成
昭
成
・・
獻
明
廟
成
。
歳
五
祭
、
用
二
至

獻
明
廟
成
。
歳
五
祭
、
用
二
至
・・
二
分
二
分
・・
臘
、
牲
用
太
牢
、
常
遣
宗
正
兼
太
尉
率
祀
官
侍
祀
。

臘
、
牲
用
太
牢
、
常
遣
宗
正
兼
太
尉
率
祀
官
侍
祀
。

　

即
ち
、
太
祖
紀
の
「
太
廟
」
は
礼
志
一
で
は
「
平
文
・
昭
成
・
獻
明
廟
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
道
武
帝
が
建
て
た
「
太
廟
」
は
一
つ
の
宗
廟
で
は

な
く
、
四
つ
の
廟
で
あ
る
。
後
漢
以
後
の
漢
民
族
の
王
朝
は
、
各
皇
帝
の
神
主
を
一
つ
の
宗
廟
に
納
め
る
「
同
堂
異
室
」
の
太
廟
制
度
を
採
用
し
て
い
た
が
、

道
武
帝
は
、
神
元
帝
・
平
文
帝
・
昭
成
帝
・
献
明
帝
の
四
人
の
皇
帝
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
廟
を
建
て
た
。『
周
礼
』
に
基
づ
い
て
国
家
体
制
を
整
備
し
た
と
い
っ

て
も
、
宗
廟
の
設
置
は
漢
民
族
の
伝
統
と
相
違
し
て
い
る
。

　

都
の
平
城
に
建
て
ら
れ
た
「
太
廟
」
以
外
、
道
武
帝
は
他
の
と
こ
ろ
に
も
多
く
の
廟
を
建
て
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
で
は
、

　
　

��

又
立
神
元

又
立
神
元
・・
思
帝
思
帝
・・
平
文
平
文
・・
昭
成
昭
成
・・
獻
明
五
帝
廟
於
宮
中
、
歳
四
祭
、
用
正

獻
明
五
帝
廟
於
宮
中
、
歳
四
祭
、
用
正
・・
冬冬
・・
臘臘
・・
九
月
、
牲
用
馬

九
月
、
牲
用
馬
・・
牛
各
一
、
太
祖
親
祀
。
…
…
太
祖
初
、
又
置

牛
各
一
、
太
祖
親
祀
。
…
…
太
祖
初
、
又
置

獻
明
以
上
所
立
天
神
四
十
所
、
歳
二
祭
、
亦
以
八
月

獻
明
以
上
所
立
天
神
四
十
所
、
歳
二
祭
、
亦
以
八
月
・・
十
月
。
神
尊
者
以
馬
、
次
以
牛
、
小
以
羊
、
皆
女
巫
行
事
。
又
於
雲
中
及
盛
樂
神
元
舊
都
祀
神
元

十
月
。
神
尊
者
以
馬
、
次
以
牛
、
小
以
羊
、
皆
女
巫
行
事
。
又
於
雲
中
及
盛
樂
神
元
舊
都
祀
神
元

以
下
七
帝
、
歳
三
祭
、
正

以
下
七
帝
、
歳
三
祭
、
正
・・
冬冬
・・
臘
、
用
馬
牛
各
一
、
祀
官
侍
祀
。

臘
、
用
馬
牛
各
一
、
祀
官
侍
祀
。

と
あ
る
。
道
武
帝
は
平
城
に
「
太
廟
」
を
建
て
た
だ
け
で
は
な
く
、
皇
宮
の
中
に
神
元
・
思
帝
・
平
文
・
昭
成
・
献
明
五
帝
の
廟
も
建
て
た
。
更
に
雲
中
及
び

盛
楽
の
神
元
旧
都
で
神
元
帝
以
下
の
七
帝
を
祭
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
数
箇
所
に
多
く
の
廟
が
建
て
ら
れ
た
状
況
は
、
次
の
明
元
帝
の
時
代
に
も
見
ら
れ
る
。
巻

一
○
八
・
礼
志
一
で
は
、
明
元
帝
永
興
四
年
（
四
一
二
）
と
神
瑞
元
年
（
四
一
四
）
と
の
宗
廟
設
置
の
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

��（
永
興
四
年
）
立
太
祖
廟
于
白
登
山
。
歳
一
祭
、
具
太
牢
、
帝
親
之
、
亦
無
常
月
。
兼
祀
皇
天
上
帝
、
以
山
神
配
、
旱
則
禱
之
、
多
有
效
。
…
…
又
立
太

（
永
興
四
年
）
立
太
祖
廟
于
白
登
山
。
歳
一
祭
、
具
太
牢
、
帝
親
之
、
亦
無
常
月
。
兼
祀
皇
天
上
帝
、
以
山
神
配
、
旱
則
禱
之
、
多
有
效
。
…
…
又
立
太

祖
別
廟
於
宮
中
、
歳
四
祭
、
用
牛
馬
羊
各
一
。
…
…
後
二
年
、
於
白
登
西
、
太
祖
舊
遊
之
處
、
立
昭
成

祖
別
廟
於
宮
中
、
歳
四
祭
、
用
牛
馬
羊
各
一
。
…
…
後
二
年
、
於
白
登
西
、
太
祖
舊
遊
之
處
、
立
昭
成
・・
獻
明
獻
明
・・
太
祖
廟
、
常
以
九
月

太
祖
廟
、
常
以
九
月
・・
十
月
之
交
、
帝

十
月
之
交
、
帝

親
祭
、
牲
用
馬

親
祭
、
牲
用
馬
・・
牛牛
・・
羊
、
及
親
行
貙
劉
之
禮
。
別
置
天
神
等
二
十
三
於
廟
左
右
、
其
神
大
者
以
馬
、
小
者
以
羊
。
…
…
又
於
雲
中

羊
、
及
親
行
貙
劉
之
禮
。
別
置
天
神
等
二
十
三
於
廟
左
右
、
其
神
大
者
以
馬
、
小
者
以
羊
。
…
…
又
於
雲
中
・・
盛
樂
盛
樂
・・
金
陵
三
所
、

金
陵
三
所
、

各
立
太
祖
廟
、
四
時
祀
官
侍
祀
。

各
立
太
祖
廟
、
四
時
祀
官
侍
祀
。

　

右
の
よ
う
に
、
明
元
帝
期
に
は
白
登
山
に
は
道
武
帝
の
廟
を
建
て
た
。
白
登
山
は
都
の
平
城
の
東
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
白
登
山
の
廟
は
ま
た
「
東
廟
」

と
呼
ば
れ
る
。
東
廟
で
の
祭
祀
は
漢
民
族
の
伝
統
の
太
牢
礼
を
用
い
て
、
皇
帝
自
ら
祭
る
か
た
ち
で
あ
る
。
趙
永
磊
氏
は
、
建
国
の
初
め
に
道
武
帝
は
漢
民
族
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王
朝
の
宗
廟
制
度
を
真
似
て
「
太
廟
」
を
設
置
し
た
が
、
北
魏
前
期
の
宗
廟
祭
祀
で
は
「
太
廟
」
の
祭
祀
は
従
属
的
な
地
位
に
あ
り
、
東
廟
で
の
祭
祀
が
主
導

的
な
地
位
に
あ
る
と
指
摘
し
た（

（1
（

。
白
登
山
の
東
廟
以
外
、
明
元
帝
は
ま
た
皇
宮
の
中
に
太
祖
別
廟
を
建
て
た
。
そ
し
て
、
道
武
帝
旧
遊
の
白
登
山
の
西
に
昭
成

帝
・
献
明
帝
・
太
祖
三
人
の
廟
を
建
て
た
。
更
に
雲
中
・
盛
楽
・
金
陵
三
箇
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
太
祖
の
廟
を
建
て
た
。
以
上
の
道
武
帝
・
明
元
帝
期
の
宗
廟
の

設
置
と
祭
祀
の
状
況
を
表
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
後
掲
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

　

明
元
帝
期
の
廟
制
は
、
あ
る
程
度
道
武
帝
時
期
に
設
け
ら
れ
た
廟
制
の
継
続
で
あ
る
。
道
武
帝
は
皇
宮
の
中
に
祖
先
達
の
廟
を
建
て
、
明
元
帝
も
同
じ
く
皇

宮
の
中
に
父
の
道
武
帝
の
廟
を
建
て
た
。
し
か
し
、
皇
宮
の
中
に
廟
を
建
て
る
の
は
漢
民
族
の
伝
統
と
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
武
帝
は
多
く
の
廟
を
各
地

に
建
て
、
明
元
帝
も
道
武
帝
の
廟
を
数
箇
所
に
建
て
た
。
一
人
の
皇
帝
の
た
め
に
数
箇
所
に
廟
を
建
て
る
廟
制
は
前
漢
と
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

は
異
な
っ
て
い
る
。
前
漢
は
長
安
城
内
の
廟
以
外
、
郡
・
国
に
も
郡
国
廟
を
た
く
さ
ん
建
て
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
廟
制
度
は
前
漢
初
期
の
政
治
と
の
関
係
が
深

く
、「
劉
氏
天
下
」
と
い
う
意
識
を
強
化
し
て
漢
の
統
治
を
安
定
さ
せ
る
た
め
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
北
魏
が
廟
を
建
て
た
と
こ
ろ
、
例
え
ば
雲
中
・
盛

楽
は
昔
の
都
、
白
登
山
は
道
武
帝
旧
遊
の
地
、
金
陵
は
道
武
帝
が
葬
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
先
と
縁
の
あ
る
所
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
恐
ら
く
そ
れ

ま
で
の
遊
牧
の
習
慣
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
道
武
帝
・
明
元
帝
期
の
宗
廟
祭
祀
儀
礼
も
漢
民
族
の
伝
統
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
祭
祀
を
行
う
時
期
に
つ
い
て
は
、
儒
家
の
礼
説
に
よ
れ
ば

宗
廟
祭
祀
に
は
四
時
祭
が
あ
る
。
四
時
祭
と
は
四
孟
月
（
一
、四
、七
、十
月
）
と
臘
日
と
に
、
年
五
回
行
わ
れ
る
小
規
模
の
祭
祀
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

道
武
帝
・
明
元
帝
期
の
祭
祀
に
は
、
年
五
回
（
二
分
二
至
日
と
臘
日
）
行
わ
れ
る
の
も
あ
り
、
年
四
回
、
年
三
回
、
年
一
回
行
わ
れ
る
の
も
あ
り
、
祭
祀
の
時

期
に
つ
い
て
は
特
に
定
ま
っ
て
い
な
い
。
更
に
祭
祀
用
の
犠
牲
に
つ
い
て
、
一
方
で
は
漢
民
族
の
伝
統
の
太
牢
を
用
い
な
が
ら
、
一
方
で
は
北
方
民
族
の
伝
統

に
よ
っ
て
馬
を
用
い
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
道
武
帝
・
明
元
帝
期
の
宗
廟
祭
祀
に
は
「
天
神
」・「
皇
天
上
帝
」
を
兼
ね
て
祭
る
事
例
が
あ
る
が
、
漢
民
族
に
は
こ
の

よ
う
な
事
例
が
な
い
。
梁
満
倉
氏
は
こ
れ
を
「
祖
天
同
祭
」
と
呼
び（

（1
（

、江
上
波
夫
氏
は
北
魏
の
祖
先
祭
祀
の
犠
牲
が
天
神
等
諸
神
の
祭
祀
よ
り
も
遥
か
に
重
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
北
魏
は
中
国
の
伝
統
に
従
っ
て
宗
廟
祭
祀
を
国
家
皇
室
の
最
大
事
と
し
て
い
た（

（1
（

、
と
指
摘
し
た
。
更
に
江
上
氏（

（1
（

と
佐
川
英
治
氏（

（1
（

と
は
、
北
魏
前

期
の
祭
天
儀
式
も
北
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
と
同
じ
く
春
秋
二
回
あ
り
、
春
祭
は
西
郊
祭
天
で
、
秋
祭
は
白
登
山
に
あ
る
東
廟
で
行
う
、
と
述
べ
た
。
即
ち
、
こ
の

段
階
の
宗
廟
祭
祀
は
儒
家
学
説
の
礼
制
制
度
と
相
違
し
て
い
て
、
漢
民
族
の
伝
統
と
北
方
民
族
の
伝
統
が
混
在
し
、
胡
漢
雑
糅
の
特
徴
が
あ
る
。
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廟
の
神
主
は
、
道
武
帝
時
期
の
「
太
廟
」
で
は
神
元
帝
・
平
文
帝
・
昭
成
帝
と
献
明
帝
で
あ
り
、
宮
中
廟
で
は
神
元
帝
・
思
帝
・
平
文
帝
・
昭
成
帝
・
献
明

帝
で
あ
り
、
雲
中
及
び
盛
楽
で
は
神
元
以
下
の
七
帝
で
あ
る
。
巻
一
・
序
紀
に
よ
っ
て
神
元
帝
拓
跋
力
微
か
ら
道
武
帝
拓
跋
珪
ま
で
の
世
系
を
示
す
と
後
掲
の

図
の
よ
う
に
な
る
。

　

北
魏
建
国
前
の
君
位
継
承
制
度
は
漢
民
族
の
「
父
子
相
続
」
制
と
は
異
な
っ
て
お
り
、「
兄
終
弟
及
（
兄
弟
相
続
）」
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が（

（1
（

、本
稿
で
は
「
鮮

卑
旧
制
」
と
称
し
て
お
く
。
道
武
帝
が
建
て
た
「
太
廟
」
の
神
主
で
は
、
始
祖
神
元
皇
帝
を
除
き
、
平
文
帝
と
昭
成
帝
、
昭
成
帝
と
献
明
帝
と
は
父
子
関
係
に

あ
り
、
し
か
も
道
武
帝
と
は
直
系
関
係
に
あ
る
。
道
武
帝
は
、
宮
殿
の
中
に
神
元
廟
・
平
文
廟
・
昭
成
廟
・
献
明
廟
以
外
に
思
帝
廟
を
立
て
た
。
思
帝
と
平
文

帝
も
父
子
関
係
で
、
道
武
帝
と
直
系
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
皇
位
継
承
に
つ
い
て
道
武
帝
は
鮮
卑
旧
制
を
漢
民
族
的
な
「
父
子
相
続
」
制
度
に
変
更
し
よ
う

と
し
た
。
こ
う
し
て
、
道
武
帝
が
建
て
た
廟
制
で
は
、
皇
位
継
承
に
お
い
て
「
神
元
帝
―
思
帝（

（1
（

―
平
文
帝
―
昭
成
帝
―
献
明
帝（

（1
（

―
道
武
帝
」
と
い
う
直
系
の
地

位
を
確
保
し
、
鮮
卑
旧
制
の
継
承
伝
統
は
一
応
排
除
さ
れ
た
。

　

道
武
帝
が
崩
御
し
た
後
、
長
子
の
拓
跋
嗣
（
後
の
明
元
帝
）
と
次
子
の
拓
跋
紹
と
の
間
に
、
皇
位
継
承
の
争
い
が
発
生
し
た
。
道
武
帝
は
長
子
の
拓
跋
嗣
を

太
子
と
し
て
立
て
る
前
に
、
前
漢
武
帝
の
「
將
立
其
子
而
殺
其
母
」
の
故
事
を
真
似
て
拓
跋
嗣
の
母
に
死
を
賜
わ
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
拓
跋
嗣
は
道
武
帝
に

反
発
し
て
出
奔
し
た
。
天
賜
六
年
（
四
〇
九
）
十
月
に
道
武
帝
が
次
子
の
拓
跋
紹
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
事
件
（
元
紹
之
乱
）
が
発
生
す
る
と
、
拓
跋
嗣
は
拓

跋
紹
を
討
ち
即
位
し
た
。
巻
十
六
・
清
河
王
紹
伝
の
道
武
帝
が
殺
害
さ
れ
た
翌
日
の
條
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　

��

明
日
、
宮
門
至
日
中
不
開
、
紹
稱
詔
召
百
寮
於
西
宮
端
門
前
北
面
而
立
、
紹
從
門
扇
間
謂
羣
臣
曰
、「
我
有
父
、
亦
有
兄
、
公
卿
欲
從
誰
也
。
」
王
公
已
下

明
日
、
宮
門
至
日
中
不
開
、
紹
稱
詔
召
百
寮
於
西
宮
端
門
前
北
面
而
立
、
紹
從
門
扇
間
謂
羣
臣
曰
、「
我
有
父
、
亦
有
兄
、
公
卿
欲
從
誰
也
。
」
王
公
已
下

皆
驚
愕
失
色
、
莫
有
對
者
。
良
久
、
南
平
公
長
孫
嵩
曰
、「
從
王
」。
羣
臣
乃
知
宮
車
晏
駕
、
而
不
審
登
遐
之
狀
、
唯
陰
平
公
元
烈
哭
泣
而
去
。

皆
驚
愕
失
色
、
莫
有
對
者
。
良
久
、
南
平
公
長
孫
嵩
曰
、「
從
王
」。
羣
臣
乃
知
宮
車
晏
駕
、
而
不
審
登
遐
之
狀
、
唯
陰
平
公
元
烈
哭
泣
而
去
。

　

拓
跋
紹
の
「
父
に
従
う
」、
或
い
は
「
兄
に
従
う
」
の
質
問
に
つ
い
て
、
群
臣
は
驚
い
て
長
い
間
に
何
の
返
事
も
な
か
っ
た
。
た
だ
南
平
公
長
孫
嵩
は
「
王

に
従
う
」
と
曖
昧
な
返
事
を
し
た
。
其
の
中
の
「
我
有
父
」
は
、『
資
治
通
鑑
』
で
は
少
し
く
異
同
が
あ
り
、巻
一
一
五
・
晋
紀
三
十
七
・
安
帝
義
熙
五
年
（
四
〇
九
）

十
月
己
巳
の
條
に
は
、

　
　

紹
從
門
扉
間
謂
百
官
曰
、
「
我
有
叔
父
、
亦
有
兄
、
公
卿
欲
從
誰
」。

　
　

紹
從
門
扉
間
謂
百
官
曰
、
「
我
有
叔
父
、
亦
有
兄
、
公
卿
欲
從
誰
」。

と
あ
り
、『
魏
書
』
の
記
事
よ
り
一
字
多
く
「
我
有
叔
父
」
で
あ
る
。
羅
新
氏
は
、「
父
」
は
「
諸
父
」
の
意
味
で
単
な
る
「
叔
父
」「
父
」
の
意
味
で
は
な
く
、
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こ
の
時
に
拓
跋
紹
が
話
し
た
の
は
漢
語
で
は
な
い
と
述
べ
、
ま
た
『
遼
史
』『
元
史
』
な
ど
の
史
料
を
検
討
し
て
、「
父
」
と
「
兄
」
は
北
方
民
族
の
可
汗
即
位

式
の
特
定
用
語
で
あ
る（

（2
（

、
と
指
摘
し
た
。
道
武
帝
の
子
で
あ
る
拓
跋
紹
は
、
道
武
帝
の
次
に
皇
帝
と
し
て
即
位
し
よ
う
と
す
る
意
を
群
臣
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

　

鮮
卑
拓
跋
部
早
期
の
制
度
、
特
に
部
族
と
母
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
研
究
が
多
く
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。
道
武
帝
は
建
国
し
て
皇
帝
を
称
し
、
中
央

集
権
的
な
王
朝
を
立
て
よ
う
と
し
て
、
皇
位
継
承
で
は
鮮
卑
旧
制
の
継
承
伝
統
と
相
違
し
て
い
る
漢
民
族
の
「
父
子
相
続
」
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
下
で
建
て
ら
れ
た
宗
廟
制
度
は
混
乱
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
道
武
帝
の
政
治
面
で
の
方
策
も
反
映
し
て
い
た
。
後
の
明
元
帝
は
道
武

帝
の
廟
を
数
箇
所
に
建
て
、
白
登
山
の
西
に
昭
成
・
献
明
・
太
祖
の
廟
も
建
て
、
更
に
崔
浩
の
策
を
受
け
て
「
太
子
監
国
」
の
制
度
を
設
け
た
。
こ
れ
ら
の
措

置
も
「
神
元
帝
―
思
帝
―
平
文
帝
―
昭
成
帝
―
献
明
帝
―
道
武
帝
」
と
い
う
直
系
の
地
位
を
更
に
強
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
明
元
帝
時
期
に
、
帝
位
継
承
の
制

度
は
鮮
卑
旧
制
か
ら
「
父
子
相
続
」
の
漢
民
族
の
伝
統
に
変
更
さ
れ
た
、
と
言
え
る
。

二
、
太
武
帝
～
献
文
帝
期

　

明
元
帝
時
期
に
確
立
さ
れ
た
「
太
子
監
国
」
制
度
は
、
皇
叔
が
皇
位
を
覬
覦
す
る
こ
と
を
防
い
で
、
太
子
が
即
位
で
き
る
こ
と
を
確
保
し
た
。
ま
た
皇
位
継

承
制
度
で
は
、
漢
民
族
の
「
父
子
相
続
」
制
が
鮮
卑
旧
制
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
胡
制
か
ら
漢
制
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
元
帝
が
崩
御
し

た
後
、
長
子
の
拓
跋
燾
（
後
の
太
武
帝
）
の
即
位
は
非
常
に
順
調
で
あ
っ
た
。

　

太
子
地
位
の
確
立
に
従
い
、
太
武
帝
と
後
の
文
成
帝
・
献
文
帝
の
時
代
に
は
『
魏
書
』
に
記
さ
れ
た
宗
廟
設
置
の
記
事
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

巻
一
〇
八
・
礼
志
一
に
は
、
太
武
帝
太
平
真
君
年
中
（
四
四
〇
～
四
五
一
）
に
、
李
敞
を
祖
先
の
故
地
を
派
遣
し
て
祭
祀
を
行
っ
た
、
と
い
う
以
下
の
記
事
が

あ
る
。

　
　
　
　

��

真
君
中
、
烏
洛
侯
國
遣
使
朝
獻
、
云
石
廟
如
故
、
民
常
祈
請
、
有
神
驗
焉
。
其
歳
、
遣
中
書
侍
郎
李
敞
詣
石
室
、
告
祭
天
地
、
以
皇
祖
先
妣
配
。
祝
曰
、「
天

真
君
中
、
烏
洛
侯
國
遣
使
朝
獻
、
云
石
廟
如
故
、
民
常
祈
請
、
有
神
驗
焉
。
其
歳
、
遣
中
書
侍
郎
李
敞
詣
石
室
、
告
祭
天
地
、
以
皇
祖
先
妣
配
。
祝
曰
、「
天

子
燾
謹
遣
敞
等
用
駿
足

子
燾
謹
遣
敞
等
用
駿
足
・・
一
元
大
武
、
敢
昭
告
于
皇
天
之
靈
。
…
…
王
業
之
興
、
起
自
皇
祖
、
綿
綿
瓜
瓞
、
時
惟
多
祜
。
敢
以
丕
功
、
配
饗
于
天
、
子
子

一
元
大
武
、
敢
昭
告
于
皇
天
之
靈
。
…
…
王
業
之
興
、
起
自
皇
祖
、
綿
綿
瓜
瓞
、
時
惟
多
祜
。
敢
以
丕
功
、
配
饗
于
天
、
子
子

孫
孫
、
福
禄
永
延
」。
敞
等
既
祭
、
斬
樺
木
立
之
、
以
置
牲
體
而
還
。

孫
孫
、
福
禄
永
延
」。
敞
等
既
祭
、
斬
樺
木
立
之
、
以
置
牲
體
而
還
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
八
○
年
に
内
蒙
古
自
治
区
呼
倫
貝
爾
市
鄂
倫
春
自
治
旗
の
嘎
仙
洞
で
、
太
平
真
君
四
年
（
四
四
三
）
の
石
刻
祝
文
が
発
見
さ
れ
た
。

祝
文
の
全
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
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維
太
平
真
君
四
年
癸
未
歳
七
月
廿
五
日
、

　
　

維
太
平
真
君
四
年
癸
未
歳
七
月
廿
五
日
、

　
　

天
子
臣
燾
、
使
謁
者
僕
射
庫
六
官

　
　

天
子
臣
燾
、
使
謁
者
僕
射
庫
六
官
・・

　
　

中
書
侍
郎
李
敞

　
　

中
書
侍
郎
李
敞
・・
傳
㝹
、
用
駿
足

傳
㝹
、
用
駿
足
・・
一
元
大
武

一
元
大
武
・・

　
　

柔
毛
之
牲
、
敢
昭
告
于

　
　

柔
毛
之
牲
、
敢
昭
告
于

　
　

皇
天
之
神
、
啓
辟
之
初
、
祐
我
皇
祖
、
于
彼
土
田
、

　
　

皇
天
之
神
、
啓
辟
之
初
、
祐
我
皇
祖
、
于
彼
土
田
、

　
　

歴
載
億
年
、
聿
来
南
遷
、
應
受
多
福
、

　
　

歴
載
億
年
、
聿
来
南
遷
、
應
受
多
福
、

　
　

光
宅
中
原
。
惟
祖
惟
父
、
拓
定
四
邊
。
慶
流

　
　

光
宅
中
原
。
惟
祖
惟
父
、
拓
定
四
邊
。
慶
流

　
　

後
胤
、
延
及
沖
人
。
闡
楊
玄
風
、
增
構
崇
堂
、
剋

　
　

後
胤
、
延
及
沖
人
。
闡
楊
玄
風
、
增
構
崇
堂
、
剋

　
　

揃
凶
醜
、
威
暨
四
荒
。
幽
人
忘
遐
、
稽
首
来
王
、
始

　
　

揃
凶
醜
、
威
暨
四
荒
。
幽
人
忘
遐
、
稽
首
来
王
、
始

　
　

聞
舊
墟
、
爰
在
彼
方
。
悠
悠
之
懷
、
希
仰
餘
光
。
王

　
　

聞
舊
墟
、
爰
在
彼
方
。
悠
悠
之
懷
、
希
仰
餘
光
。
王

　
　

業
之
興
、
起
自
皇
祖
、
緜
緜
瓜
瓞
、
時
惟
多
祜
。

　
　

業
之
興
、
起
自
皇
祖
、
緜
緜
瓜
瓞
、
時
惟
多
祜
。

　
　

歸
以
謝
施
、
推
以
配
天
、
子
子
孫
孫
、
福
祿
永

　
　

歸
以
謝
施
、
推
以
配
天
、
子
子
孫
孫
、
福
祿
永

　
　

延
。
薦
于

　
　

延
。
薦
于

　
　

皇
皇
帝
天
、

　
　

皇
皇
帝
天
、

　
　

皇
皇
后
土
、
以

　
　

皇
皇
后
土
、
以

　
　

皇
祖
先
可
寒
配
、

　
　

皇
祖
先
可
寒
配
、

　
　

皇
妣
先
可
敦
配
。

　
　

皇
妣
先
可
敦
配
。

　
　

尚
饗
。

　
　

尚
饗
。　
　
　
　

東
作
帥
使
念

東
作
帥
使
念
鑿鑿

（（
（2（2
（（

　

米
文
平
氏
は
こ
の
石
刻
祝
文
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
た
結
果
、
祝
文
は
『
礼
記
』・『
爾
雅
』
や
『
詩
経
』
な
ど
の
漢
民
族
典
籍
よ
り
字
句
を
借
用
し
て
書

か
れ
て
お
り
、
当
時
の
北
魏
の
統
治
者
が
す
で
に
漢
民
族
文
化
を
広
く
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（2
（

、
と
述
べ
た
。
金
子
修
一
氏
は
、
嘎
仙
洞
の
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石
刻
祝
文
と
『
魏
書
』
礼
志
一
の
祝
文
と
比
べ
て
、
前
者
が
祭
祀
の
原
文
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
嘎
仙
洞
の
石
刻
祝
文
の
「
天
子
臣
燾
」
は
通
常
の
郊

祀
に
お
け
る
皇
帝
の
自
称
で
、
漢
民
族
の
郊
祀
の
形
式
が
あ
る
程
度
正
確
に
当
時
の
北
魏
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
、
と
指
摘
し
た
。
一
方
、「
駿
足
」

の
用
語
か
ら
、
犠
牲
に
馬
を
用
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
漢
民
族
の
伝
統
的
な
儀
礼
で
は
馬
を
犠
牲
に
用
い
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
更
に
石
刻
祝
文

の
末
尾
に
「
可
寒
」・「
可
敦
」
が
あ
る
が
、
可
寒
（
＝
可
汗
）
と
可
敦
は
北
方
民
族
の
伝
統
的
な
君
主
と
后
妃
の
呼
び
方
で
あ
る
。
従
っ
て
、
嘎
仙
洞
の
石
刻

祝
文
は
漢
民
族
の
用
語
と
北
方
民
族
の
用
語
を
併
用
し
て
お
り
、
太
武
帝
の
太
平
真
君
年
中
に
至
っ
て
も
、
北
魏
の
祭
祀
に
は
漢
民
族
の
伝
統
と
北
方
民
族
の

伝
統
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

三
、
女
性
の
廟
に
つ
い
て

　

巻
一
○
八
・
礼
志
一
・
神
瑞
元
年
（
四
一
四
）
條
に
は
、

　
　

華
陰
公
主
、
帝
姊
也
、
元
紹
之
爲
逆
、
有
保
護
功
、
故
別
立
其
廟
於
太
祖
廟
垣
後
、
因
祭
薦
焉
。

　
　

華
陰
公
主
、
帝
姊
也
、
元
紹
之
爲
逆
、
有
保
護
功
、
故
別
立
其
廟
於
太
祖
廟
垣
後
、
因
祭
薦
焉
。

と
あ
る
。
華
陰
公
主
は
明
元
帝
の
姉
で
あ
る
。
北
魏
建
国
前
の
鮮
卑
拓
跋
部
の
社
会
で
は
、
皇
后
・
外
戚
の
勢
力
は
軽
視
で
き
な
い
。
そ
こ
で
道
武
帝
は
拓
跋

部
に
長
い
間
に
存
在
し
て
い
る
皇
后
、
外
戚
の
問
題
を
断
と
う
と
し
て
「
子
貴
母
死
」（
子
が
後
継
者
と
な
る
と
母
親
は
死
を
賜
わ
る
）
制
度
を
設
け
た
。
前

述
の
よ
う
に
、
明
元
帝
拓
跋
嗣
は
父
の
道
武
帝
が
「
子
貴
母
死
」
制
度
で
生
母
を
殺
し
た
こ
と
に
反
発
し
て
出
奔
し
た
が
、
元
紹
（
拓
跋
紹
）
の
乱
に
華
陰
公

主
は
明
元
帝
を
守
っ
た
功
績
が
あ
る
の
で
、
明
元
帝
は
白
登
山
の
太
祖
廟
の
垣
の
後
ろ
に
華
陰
公
主
の
廟
を
建
て
た
の
で
あ
る
。

　

後
の
太
武
帝
時
期
に
も
、
女
性
の
た
め
に
廟
を
建
て
た
例
が
あ
る
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
神
䴥
二
年

䴥
二
年
（
四
二
九
）
條
に
は
、

　
　

九
月
、
立
密
皇
太
后
廟
於
鄴
、
后
之
舊
郷
也
。

　
　

九
月
、
立
密
皇
太
后
廟
於
鄴
、
后
之
舊
郷
也
。
置
祀
官
太
常
博
士

祀
官
太
常
博
士
・・
齋
郎
三
十
餘
人
侍
祀
、
歳
五
祭
。

齋
郎
三
十
餘
人
侍
祀
、
歳
五
祭
。

と
あ
る
。『
魏
書
』
で
は
太
武
帝
の
生
母
の
密
皇
太
后
が
「
子
貴
母
死
」
制
度
で
殺
さ
れ
た
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
南
斉
書
』
巻
五
十
七
・
魏
虜
伝

に
は
、

　
　

初
、
佛
狸
（
太
武
帝
）
母
是
漢
人
、
爲
木
末
（
明
元
帝
）
所
殺
、
佛
狸
以
乳
母
爲
太
后
、
自
此
以
來
、
太
子
立
、
輒
誅
其
母
。

　
　

初
、
佛
狸
（
太
武
帝
）
母
是
漢
人
、
爲
木
末
（
明
元
帝
）
所
殺
、
佛
狸
以
乳
母
爲
太
后
、
自
此
以
來
、
太
子
立
、
輒
誅
其
母
。

と
あ
り
、
密
皇
太
后
は
「
子
貴
母
死
」
制
度
で
殺
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
李
憑
氏
は
次
の
文
成
帝
と
献
文
帝
の
生
母
の
死
と
「
子
貴
母
死
」
制
度
と
の
関

係
も
考
察
し
た（

（2
（

。「
子
貴
母
死
」
制
度
で
生
母
が
殺
さ
れ
た
幼
い
皇
太
子
は
、
乳
母
や
保
母
に
育
て
ら
れ
た
。
そ
の
皇
太
子
が
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
後
、
自
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分
の
乳
母
や
保
母
を
尊
び
皇
太
后
に
立
て
る
「
保
太
后
」
制
度
は
北
魏
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
巻
十
三
・
太
武
惠
太
后
伝
に
は
、

　
　

�
先
是
、
世
祖
保
母
竇
氏
、
初
以
夫
家
坐
事
誅
、
與
二
女
俱
入
宮
。
操
行
純
備
、
進
退
以
禮
、
太
宗
命
爲
世
祖
保
母
。
性
仁
慈
、
勤
撫
導
、
世
祖
感
其
恩
訓
、

先
是
、
世
祖
保
母
竇
氏
、
初
以
夫
家
坐
事
誅
、
與
二
女
俱
入
宮
。
操
行
純
備
、
進
退
以
禮
、
太
宗
命
爲
世
祖
保
母
。
性
仁
慈
、
勤
撫
導
、
世
祖
感
其
恩
訓
、

奉
養
不
異
所
生
。
及
即
位
、
尊
爲
保
太
后
、
後
尊
爲
皇
太
后
、
封
其
弟
漏
頭
爲
遼
東
王
。
…
…
真
君
元
年
（
四
四
〇
）
崩
、
時
年
六
十
三
。
詔
天
下
大
臨

奉
養
不
異
所
生
。
及
即
位
、
尊
爲
保
太
后
、
後
尊
爲
皇
太
后
、
封
其
弟
漏
頭
爲
遼
東
王
。
…
…
真
君
元
年
（
四
四
〇
）
崩
、
時
年
六
十
三
。
詔
天
下
大
臨

三
日
、
太
保
盧
魯
元
監
護
喪
事
、
謚
曰
惠
、
葬
崞
山
、
從
后
意
也
。
…
…
別
立
后
寢
廟
於
崞
山
、
建
碑
頌
德
。

三
日
、
太
保
盧
魯
元
監
護
喪
事
、
謚
曰
惠
、
葬
崞
山
、
從
后
意
也
。
…
…
別
立
后
寢
廟
於
崞
山
、
建
碑
頌
德
。

と
あ
る
。
ま
た
、
巻
十
三
・
文
成
昭
太
后
伝
に
は
、

　
　

��

高
宗
乳
母
常
氏
、
本
遼
西
人
。
太
延
中
、
以
事
入
宮
、
世
祖
選
乳
高
宗
。
慈
和
履
順
、
有
劬
勞
保
護
之
功
。
高
宗
即
位
、
尊
爲
保
太
后
、
尋
爲
皇
太
后
、

高
宗
乳
母
常
氏
、
本
遼
西
人
。
太
延
中
、
以
事
入
宮
、
世
祖
選
乳
高
宗
。
慈
和
履
順
、
有
劬
勞
保
護
之
功
。
高
宗
即
位
、
尊
爲
保
太
后
、
尋
爲
皇
太
后
、

謁
於
郊
廟
。
和
平
元
年
（
四
六
〇
）
崩
、
詔
天
下
大
臨
三
日
、
謚
曰
昭
、
葬
於
廣
寧
磨
笄
山
、
俗
謂
之
雞
鳴
山
、
太
后
遺
志
也
。
依
惠
太
后
故
事
、
別
立

謁
於
郊
廟
。
和
平
元
年
（
四
六
〇
）
崩
、
詔
天
下
大
臨
三
日
、
謚
曰
昭
、
葬
於
廣
寧
磨
笄
山
、
俗
謂
之
雞
鳴
山
、
太
后
遺
志
也
。
依
惠
太
后
故
事
、
別
立

寢
廟
、
置
守
陵
二
百
家
、
樹
碑
頌
德
。

寢
廟
、
置
守
陵
二
百
家
、
樹
碑
頌
德
。

と
あ
る
。
太
武
帝
と
文
成
帝
と
は
保
母
の
養
育
の
恩
を
尊
ん
で
、
以
上
の
二
人
を
そ
れ
ぞ
れ
皇
太
后
と
し
て
立
て
、
保
母
惠
太
后
が
亡
く
な
っ
た
後
に
太
武
帝

は
崞崞
山
に
惠
太
后
の
寢
廟
を
建
て
た
。
後
の
文
成
帝
も
惠
太
后
の
故
事
に
よ
っ
て
、
自
分
の
保
母
昭
太
后
の
寢
廟
を
雞
鳴
山
に
建
て
た
の
で
あ
る
。

　

女
性
の
為
に
廟
を
建
て
る
の
は
儒
家
の
経
典
に
合
わ
ず
、
漢
民
族
王
朝
で
決
し
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
四
人
の
女
性
は
、
北
魏
の
「
子
貴
母
死
」
制

度
と
関
係
が
あ
り
、
女
性
の
廟
は
「
子
貴
母
死
」
制
度
の
下
で
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
南
北
両
朝
の
正
統
性
の
争
い
の
下
で
、
南
方
の
漢
民
族
政
権
と
対
抗
し
て
自
ら
の
正
統
地
位
を
表
す
た
め
に
、
北
魏
は
『
周
礼
』
に
準
じ

て
一
連
の
国
家
体
制
を
設
け
た
。
太
廟
を
建
て
た
の
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
方
民
族
の
習
慣
に
よ
っ
て
祖
先
と
縁
の
あ
る
所
に
多
く
の
廟
を
建
て

た
。
明
元
帝
時
期
に
白
登
山
に
建
て
ら
れ
た
廟
は
宗
廟
祭
祀
の
中
で
主
要
な
地
位
に
あ
り
、
平
城
の
太
廟
で
の
祭
祀
は
む
し
ろ
従
属
的
な
地
位
に
あ
っ
た
。
北

魏
の
祭
祀
儀
礼
に
は
、
漢
民
族
の
伝
統
と
北
方
民
族
の
伝
統
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
北
魏
前
期
に
鮮
卑
の
旧
制
を
除
き
、
漢
民
族
の
制
度
を

導
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
が
、
宗
廟
の
神
主
に
つ
い
て
は
皇
位
継
承
制
度
を
胡
制
か
ら
漢
制
に
変
更
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
含
ん
で
い
た
。
一

方
で
、
漢
民
族
の
伝
統
に
無
い
女
性
の
廟
を
建
て
た
こ
と
は
、
北
魏
独
自
の
「
子
貴
母
死
」
制
度
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
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第
二
章
　
孝
文
帝
期
の
宗
廟
改
革

　

太
和
十
四
年
（
四
九
〇
）
の
文
明
太
后
の
崩
御
に
よ
っ
て
北
魏
の
政
治
権
力
は
一
元
化
さ
れ
、
孝
文
帝
は
帝
国
の
唯
一
の
統
治
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
孝

文
帝
は
全
面
的
な
漢
化
政
策
を
実
施
し
た
が
、
礼
制
の
改
革
は
漢
化
政
策
の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
。
一
般
的
に
は
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
が
孝
文
帝
の
親

政
の
開
始
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

の
で
、
本
章
で
は
太
和
十
五
年
を
区
切
り
と
し
て
、
孝
文
帝
期
の
宗
廟
改
革
を
孝
文
帝
親
政
前
と
孝
文
帝
親
政
後
に
分
け
て
分
析
し

た
い
。

一
、
孝
文
帝
親
政
前
の
宗
廟
改
革

　

巻
一
○
八
・
礼
志
一
に
は
、

　
　
　
　

��（
太
和
）
六
年
十
一
月
、
將
親
祀
七
廟
、
詔
有
司
依
禮
具
儀
。
於
是
羣
官
議
曰
、「
…
…
大
魏
七
廟
之
祭
、
依
先
朝
舊
事
、
多
不
親
謁
。
今
陛
下
孝
誠
發
中
、

（
太
和
）
六
年
十
一
月
、
將
親
祀
七
廟
、
詔
有
司
依
禮
具
儀
。
於
是
羣
官
議
曰
、「
…
…
大
魏
七
廟
之
祭
、
依
先
朝
舊
事
、
多
不
親
謁
。
今
陛
下
孝
誠
發
中
、

思
親
祀
事
、
稽
合
古
王
、
禮
之
常
典
。
臣
等
謹
案
舊
章
、
并
採
漢
魏
故
事
、
撰
祭
服
冠
屨
牲
牢
之
具
、
罍
洗
簠
簋
俎
豆
之
器
、
百
官
助
祭
位
次
、
樂
官
節

思
親
祀
事
、
稽
合
古
王
、
禮
之
常
典
。
臣
等
謹
案
舊
章
、
并
採
漢
魏
故
事
、
撰
祭
服
冠
屨
牲
牢
之
具
、
罍
洗
簠
簋
俎
豆
之
器
、
百
官
助
祭
位
次
、
樂
官
節

奏
之
引
、
升
降
進
退
之
法
、
別
集
爲
親
拜
之
儀
。
」
制
可
。
於
是
上
乃
親
祭
。
其
後
四
時
常
祀
、
皆
親
之
。

奏
之
引
、
升
降
進
退
之
法
、
別
集
爲
親
拜
之
儀
。
」
制
可
。
於
是
上
乃
親
祭
。
其
後
四
時
常
祀
、
皆
親
之
。

と
あ
り
、
太
和
六
年
（
四
八
二
）
に
孝
文
帝
は
群
臣
を
集
め
て
宗
廟
祭
祀
の
儀
礼
を
制
定
し
た
。
こ
の
宗
廟
改
革
に
つ
い
て
、
主
に
以
下
の
三
つ
の
特
質
が
指

摘
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
、
七
廟
制
と
四
時
祭
と
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
孝
文
帝
以
前
の
北
魏
前
期
の
宗
廟
祭
祀
の
関
連
史
料
に
は
、「
七
廟
」
の
用
語
は
ほ
ぼ
存
在

し
な
い
。
前
述
の
通
り
祭
祀
の
時
期
も
一
定
で
は
な
く
、
一
年
に
五
回
（
太
廟
で
の
祭
祀
）、
或
い
は
四
回
（
皇
宮
の
中
で
の
祭
祀
）、
三
回
（
雲
中
・
盛
楽
の

神
元
旧
都
で
の
祭
祀
）、
一
回
（
白
登
山
と
白
登
山
の
西
で
の
祭
祀
）
の
み
行
っ
た
、
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
し
か
し
太
和
六
年
に
は
、
七
廟
と
四
時
祭
の
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
七
廟
の
祭
祀
と
四
時
祭
と
を
皇
帝
自
ら
祭
る
よ
う
に
定
め
た
こ
と
で
あ
る
。
右
の
史
料
に
も
「
大
魏
七
廟
之
祭
、
依
先
朝
舊
事
、
多
不
親
謁
」

と
あ
る
。
北
魏
前
期
の
宗
廟
祭
祀
で
は
皇
帝
親
祭
は
少
な
く
、
道
武
帝
期
に
は
皇
宮
の
中
の
廟
は
皇
帝
親
祭
で
、
明
元
帝
期
に
は
白
登
山
の
廟
は
皇
帝
親
祭
で

行
っ
た
。
天
興
二
年
（
三
九
九
）
十
月
に
平
城
に
建
て
ら
れ
た
太
廟
で
の
祭
祀
で
は
、
皇
帝
親
祭
の
例
は
少
な
い
。
太
和
六
年
に
孝
文
帝
は
、
右
の
如
く
太
廟
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で
の
七
廟
の
祭
祀
と
四
時
祭
に
お
け
る
皇
帝
親
祭
の
形
式
を
具
体
的
に
定
め
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
北
魏
前
期
の
制
度
並
び
に
漢
魏
（
漢
及
び
三
国
魏
）
の
故
事
を
採
用
し
て
、
祭
祀
の
服
飾
、
犠
牲
用
の
動
物
と
祭
祀
用
器
な
ど
に
つ
い
て
も
改

め
て
儀
礼
を
制
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
北
魏
前
期
の
宗
廟
祭
祀
で
は
漢
民
族
の
伝
統
と
北
方
民
族
の
伝
統
と
が
混
在
し
、
特
に
犠
牲
用
の
動
物
に

漢
民
族
の
太
牢
（
牛
・
羊
・
豕
）
の
他
に
北
方
民
族
伝
統
の
馬
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
礼
志
の
「
并
採
漢
魏
故
事
」
と
い
う
文
か
ら
見
て
、
太
和
六
年
の
宗

廟
改
革
は
北
方
民
族
の
伝
統
を
変
更
し
、
漢
民
族
の
宗
廟
祭
祀
に
近
づ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
太
和
六
年
の
宗
廟
改
革
は
ま
だ
徹
底
的
で
は
な
か
っ
た
。
儒
家
の
礼
説
に
よ
れ
ば
、
宗
廟
祭
祀
は
大
祭
の
禘
祭
・
祫
祭
と
四
孟
月
及
び
臘
日
に
行

う
小
祭
の
四
時
祭
と
を
含
む
が
、
今
次
の
宗
廟
改
革
で
は
禘
祫
制
度
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
太
和
十
六
年
（
四
九
二
）
に
四
時
祭
の
時
期
は
仲
月
か
ら

孟
月
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
今
次
の
四
時
祭
は
恐
ら
く
仲
月
に
行
わ
れ
て
い
た
。
一
応
漢
魏
の
故
事
を
採
用
し
た
が
、
漢
民
族
の
伝
統
的
な
宗
廟
祭
祀
と
は
ま

だ
相
違
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
礼
制
改
革
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
で
は
、
太
和
十
三
年
（
四
八
九
）
に
孝
文
帝
は
群
臣
を
集
め
て
禘
祫
制
度
を
議
論
し

た
が
、
巻
七
・
高
祖
紀
・
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
八
月
の
條
に
は
孝
文
帝
が
自
ら
禘
祫
の
儀
礼
を
定
め
た
記
事
が
あ
る
。
そ
の
禘
袷
の
儀
礼
は
、
恐
ら
く
太

和
十
三
年
の
議
論
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

孝
文
帝
の
宗
廟
改
革
に
お
け
る
禘
祫
と
四
時
祭
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
孝
文
帝
親
政
後
の
宗
廟
改
革

　

道
武
帝
は
天
興
元
年
（
三
九
八
）
に
黄
帝
の
後
裔
を
名
乗
っ
て
、
王
朝
の
行
次
は
土
徳
と
定
め
た
。
孝
文
帝
は
太
和
十
四
年
（
四
九
〇
）
に
改
め
て
王
朝
の

行
次
を
議
論
し
た
。
巻
一
〇
八
・
礼
志
一
に
よ
れ
ば
、
高
閭
ら
は
北
魏
王
朝
の
行
次
は
前
秦
の
火
徳
を
継
ぎ
、
火
が
土
を
生
む
故
に
土
徳
と
す
べ
し
、
と
し
た
。

一
方
、
李
彪
・
崔
光
ら
は
晋
の
金
徳
を
継
ぎ
、
金
が
水
を
生
む
故
に
王
朝
の
行
次
を
水
徳
に
変
更
す
べ
し
、
と
し
た
。
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
正
月
に
孝
文

帝
が
詔
を
下
し
、
北
魏
王
朝
は
魏
晋
を
直
接
継
ぐ
こ
と
と
し
て
、
行
次
を
土
徳
か
ら
水
徳
に
変
更
し
た
。
北
魏
は
漢
民
族
政
権
の
魏
晋
の
正
統
地
位
を
継
ぎ
、

中
国
の
正
統
の
王
朝
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

南
北
両
王
朝
の
正
統
性
の
争
い
の
下
で
、
礼
楽
制
度
は
正
統
性
を
表
す
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
孝
文
帝
は
王
朝
の
行
次
を
改
め
て
決
定
し
た
後
、
宗
廟
祭
祀
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制
度
に
つ
い
て
大
幅
な
改
革
を
し
た
。
特
に
太
和
十
五
年
に
は
、
宗
廟
改
革
関
連
の
活
動
が
多
か
っ
た
。
巻
七
・
高
祖
紀
・
同
年
條
の
関
連
史
料
に
よ
れ
ば
、

四
月
に
都
の
平
城
に
明
堂
と
新
し
い
太
廟
を
建
て
、
七
月
に
祖
宗
を
議
定
し
て
道
武
帝
の
廟
号
を
太
祖
に
変
更
し
、
八
月
に
自
ら
禘
祫
の
儀
礼
を
定
め
、
十
月

に
明
堂
・
太
廟
が
完
成
し
、
十
一
月
に
七
廟
の
神
主
を
新
し
い
太
廟
に
移
動
し
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
・
太
和
十
五
年
十
一
月
條
に
は
、
以
下
の
如
く
遷
廟

の
儀
式
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

��

丁
卯
、
遷
廟
、
陳
列
冕
服
、
帝
躬
省
之
。
既
而
帝
衮
冕
、
辭
太
和
廟
、
之
太
廟
、
百
官
陪
從
。
奉
神
主
於
齋
車
、
至
新
廟
。
有
司
升
神
主
於
太
廟
、
諸
王

丁
卯
、
遷
廟
、
陳
列
冕
服
、
帝
躬
省
之
。
既
而
帝
衮
冕
、
辭
太
和
廟
、
之
太
廟
、
百
官
陪
從
。
奉
神
主
於
齋
車
、
至
新
廟
。
有
司
升
神
主
於
太
廟
、
諸
王

侯
牧
守

侯
牧
守
・・
四
海
蕃
附
、
各
以
其
職
來
祭
。

四
海
蕃
附
、
各
以
其
職
來
祭
。

孝
文
帝
は
自
ら
陳
列
さ
れ
た
冕
服
を
検
査
し
、
そ
の
後
、
袞
冕
を
着
て
太
和
廟
か
ら
新
太
廟
へ
行
き
、
百
官
も
付
き
従
っ
た
。
七
廟
の
神
主
は
斎
車
に
置
い
て

新
太
廟
に
移
動
し
た
。
新
太
廟
に
至
っ
て
有
司
は
神
主
を
太
廟
に
納
め
、王
侯
牧
守
と
北
魏
に
服
属
す
る
異
民
族
も
こ
の
遷
廟
儀
式
に
参
加
し
た
。
金
子
氏
は
、

翌
年
の
太
和
十
六
年
（
四
九
二
）
の
孝
文
帝
の
郊
祀
に
高
句
麗
の
文
咨
明
王
の
使
者
が
参
加
し
た
こ
と
を
考
察
し
、
皇
帝
儀
礼
へ
の
異
民
族
の
参
加
は
皇
帝
の

徳
の
高
さ
を
示
し
、
太
和
十
六
年
は
孝
文
帝
の
漢
化
政
策
に
お
け
る
祭
祀
・
儀
礼
方
面
の
画
期
と
な
る
年
で
あ
る（

（2
（

、
と
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
洛
陽
に
遷
都
し
た
後
、
太
和
十
九
年
（
四
九
五
）
七
月
に
洛
陽
に
太
廟
を
建
て
て
遷
廟
の
儀
式
を
行
っ
た
。
巻
七
・
高
祖
紀
の
太
和
十
九
年
條
に
は
、

　
　

（
四
月
）
戊
辰
、
行
幸
碻
磝
。
太
和
廟
成
。

　
　

（
四
月
）
戊
辰
、
行
幸
碻
磝
。
太
和
廟
成
。

と
あ
り
、
ま
た
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
太
和
十
九
年
の
條
に
は
、

　
　
　
　

��

二
月
癸
亥
、
詔
曰
、
知
太
和
廟
已
就
、
神
儀
靈
主
、
宜
時
奉
寧
。
可
剋
三
月
三
日
己
巳
、
内
奉
遷
於
正
廟
。
其
出
金
墉
之
儀
、
一
準
出
代
都
太
和
之
式
。

二
月
癸
亥
、
詔
曰
、
知
太
和
廟
已
就
、
神
儀
靈
主
、
宜
時
奉
寧
。
可
剋
三
月
三
日
己
巳
、
内
奉
遷
於
正
廟
。
其
出
金
墉
之
儀
、
一
準
出
代
都
太
和
之
式
。

入
新
廟
之
典
、
可
依
近
至
金
墉
之
軌
。
其
威
儀
鹵
簿
、
如
出
代
廟
。
百
官
奉
遷
、
宜
可
省
之
。
但
令
朝
官
四
品
已
上
、
侍
官
五
品
已
上
及
宗
室
奉
迎
。

入
新
廟
之
典
、
可
依
近
至
金
墉
之
軌
。
其
威
儀
鹵
簿
、
如
出
代
廟
。
百
官
奉
遷
、
宜
可
省
之
。
但
令
朝
官
四
品
已
上
、
侍
官
五
品
已
上
及
宗
室
奉
迎
。

と
あ
る
。「
太
和
廟
」
は
す
な
わ
ち
洛
陽
に
建
て
ら
れ
た
新
し
い
太
廟
の
こ
と
で
あ
る
。「
代
都
」
は
平
城
で
、「
代
廟
」
は
恐
ら
く
平
城
に
あ
る
太
廟
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
神
主
を
金
墉
城
か
ら
洛
陽
の
太
廟
に
移
動
す
る
儀
礼
は
、
前
述
の
太
和
十
五
年
十
一
月
の
遷
廟
儀
式
に
準
じ
て
、
た
だ
百
官
陪
従
を
省
き
、

朝
官
四
品
已
上
、
侍
官
五
品
已
上
及
び
宗
室
と
共
に
神
主
を
迎
え
奉
る
こ
と
に
し
た
。

　

高
祖
紀
の
太
和
十
五
年
七
月
の
「
詔
議
祖
宗
、
以
道
武
爲
太
祖
」
を
含
め
て
考
え
る
と
、
太
和
十
五
年
十
一
月
の
遷
廟
儀
式
で
遷
さ
れ
た
の
は
七
月
に
決
定

さ
れ
た
新
し
い
七
廟
神
主
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
一
○
八
・
礼
志
一
で
は
更
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
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詔
曰
、
祖
有
功
、
宗
有
德
、
自
非
功
德
厚
者
、
不
得
擅
祖
宗
之
名
、
居
二
祧
之
廟
。
…
…
烈
祖
有
創
基
之
功
、
世
祖
有
開
拓
之
德
、
宜
爲
祖
宗
、
百
世
不

詔
曰
、
祖
有
功
、
宗
有
德
、
自
非
功
德
厚
者
、
不
得
擅
祖
宗
之
名
、
居
二
祧
之
廟
。
…
…
烈
祖
有
創
基
之
功
、
世
祖
有
開
拓
之
德
、
宜
爲
祖
宗
、
百
世
不

遷
。
而
遠
祖
平
文
功
未
多
於
昭
成
、
然
廟
號
爲
太
祖
、
道
武
建
業
之
勳
、
高
於
平
文
、
廟
號
爲
烈
祖
。
比
功
校
德
、
以
爲
未
允
。
朕
今
奉
尊
道
武
爲
太
祖
、

遷
。
而
遠
祖
平
文
功
未
多
於
昭
成
、
然
廟
號
爲
太
祖
、
道
武
建
業
之
勳
、
高
於
平
文
、
廟
號
爲
烈
祖
。
比
功
校
德
、
以
爲
未
允
。
朕
今
奉
尊
道
武
爲
太
祖
、

與
顯
祖
爲
二
祧
、
餘
者
以
次
而
遷
。
平
文
既
遷
、
廟
唯
有
六
、
始
今
七
廟
、
一
則
無
主
。
唯
當
朕
躬
此
事
、
亦
臣
子
所
難
言
。
夫
生
必
有
終
、
人
之
常
理
。

與
顯
祖
爲
二
祧
、
餘
者
以
次
而
遷
。
平
文
既
遷
、
廟
唯
有
六
、
始
今
七
廟
、
一
則
無
主
。
唯
當
朕
躬
此
事
、
亦
臣
子
所
難
言
。
夫
生
必
有
終
、
人
之
常
理
。

朕
以
不
德
、
忝
承
洪
緒
、
若
宗
廟
之
靈
、
獲
全
首
領
以
没
于
地
、
爲
昭
穆
之
次
、
心
願
畢
矣
。
必
不
可
豫
設
、
可
垂
之
文
示
後
、
必
令
遷
之
。

朕
以
不
德
、
忝
承
洪
緒
、
若
宗
廟
之
靈
、
獲
全
首
領
以
没
于
地
、
爲
昭
穆
之
次
、
心
願
畢
矣
。
必
不
可
豫
設
、
可
垂
之
文
示
後
、
必
令
遷
之
。

　

北
魏
建
国
の
初
め
（
天
興
元
年
）
に
、
道
武
帝
は
平
文
帝
に
太
祖
を
追
尊
し
た
。
こ
の
詔
に
よ
れ
ば
、
太
和
十
五
年
以
前
、
道
武
帝
の
廟
号
は
「
烈
祖
」
で
、

太
武
帝
（
世
祖
）
と
共
に
二
祧
と
し
て
い
た
。
孝
文
帝
は
平
文
帝
（
太
祖
）
の
功
績
は
昭
成
帝
（
高
祖
）
や
道
武
帝
（
烈
祖
）
に
は
及
ば
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

道
武
帝
の
廟
号
を
烈
祖
か
ら
太
祖
に
変
更
し
、
献
文
帝
（
顕
祖
）
と
共
に
二
祧
と
し
て
い
る
。
こ
の
詔
に
よ
っ
て
道
武
帝
の
廟
号
を
変
更
す
る
前
の
七
廟
の
神

主
が
推
測
で
き
る
が
、
七
廟
神
主
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る（

（2
（

。
詔
に
昭
成
帝
（
高
祖
）
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
趙
永
磊
氏
の
説
に
従
っ
て
、
七
廟
神

主
は
太
祖
平
文
帝
・
高
祖
昭
成
帝
・
烈
祖
道
武
帝
・
太
宗
明
元
帝
・
世
祖
太
武
帝
・
高
宗
文
成
帝
と
顕
祖
献
文
帝
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
だ
が
道
武
帝
の
廟
号

を
太
祖
と
す
る
と
、
平
文
帝
の
神
主
を
遷
し
た
後
の
廟
は
六
廟
と
な
る
の
で
、「
天
子
七
廟
」
の
廟
制
と
は
合
わ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
詔
で
孝
文
帝
は
、
自
分

が
崩
御
し
た
後
に
七
廟
に
な
る
の
で
在
位
の
間
に
は
こ
れ
以
上
の
変
更
は
し
な
い
、
と
い
う
意
志
を
伝
え
た
。
ま
た
、
巻
七
・
高
祖
紀
の
太
和
十
六
年
正
月
條

「
始
以
太
祖
配
南
郊
」
に
よ
っ
て
、
神
元
帝
に
代
わ
っ
て
道
武
帝
が
郊
祀
・
宗
廟
で
の
地
位
を
確
立
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

孝
文
帝
は
道
武
帝
を
太
祖
と
し
て
祖
先
を
議
定
し
、
平
文
帝
の
神
主
を
遷
し
た
が
、
昭
穆
の
順
序
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
巻
八
四
・
孫
惠
蔚
伝
に
は
、

　
　
　
　

��

先
是
七
廟
以
平
文
爲
太
祖
、
高
祖
議
定
祖
宗
、
以
道
武
爲
太
祖
。
祖
宗
雖
定
、
然
昭
穆
未
改
。
及
高
祖
崩
、
祔
神
主
於
廟
、
時
侍
中
崔
光
兼
太
常
卿
、
以

先
是
七
廟
以
平
文
爲
太
祖
、
高
祖
議
定
祖
宗
、
以
道
武
爲
太
祖
。
祖
宗
雖
定
、
然
昭
穆
未
改
。
及
高
祖
崩
、
祔
神
主
於
廟
、
時
侍
中
崔
光
兼
太
常
卿
、
以

太
祖
既
改
、
昭
穆
以
次
而
易
。
兼
御
史
中
尉

太
祖
既
改
、
昭
穆
以
次
而
易
。
兼
御
史
中
尉
・・
黃
門
侍
郎
邢
巒
以
爲
太
祖
雖
改
、
昭
穆
仍
不
應
易
、
乃
立
彈
草
欲
按
奏
光
。
…
…
光
以
惠
蔚
書
呈
宰
輔
、

黃
門
侍
郎
邢
巒
以
爲
太
祖
雖
改
、
昭
穆
仍
不
應
易
、
乃
立
彈
草
欲
按
奏
光
。
…
…
光
以
惠
蔚
書
呈
宰
輔
、

乃
召
惠
蔚
與
巒
庭
議
得
失
、
尚
書
令
王
肅
又
助
巒
、
而
巒
理
終
屈
、
彈
事
遂
寢
。

乃
召
惠
蔚
與
巒
庭
議
得
失
、
尚
書
令
王
肅
又
助
巒
、
而
巒
理
終
屈
、
彈
事
遂
寢
。

と
あ
る
。
太
祖
に
よ
っ
て
昭
穆
の
順
序
は
変
わ
り
得
る
が
、
孝
文
帝
は
太
祖
を
変
更
し
て
も
昭
穆
の
順
序
は
変
更
せ
ず
、
北
魏
の
太
廟
の
昭
穆
制
度
に
は
問
題

が
残
っ
た
。
そ
こ
で
、
孝
文
帝
が
崩
御
し
て
神
主
を
太
廟
に
納
め
た
後
、
宣
武
帝
の
朝
廷
で
改
め
て
昭
穆
の
順
序
を
議
定
し
た
。
崔
光
と
孫
恵
蔚
は
、
太
祖
が

已
に
変
更
さ
れ
た
の
で
、
昭
穆
の
順
序
も
変
わ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
一
方
、
邢
巒
と
王
粛
は
、
太
祖
は
既
に
決
め
ら
れ
た
が
、
昭
穆
の
序
は
変
わ
る

べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
廷
議
を
通
し
て
、
崔
光
と
孫
恵
蔚
の
主
張
に
準
ず
る
こ
と
に
し
た
。
太
廟
で
は
道
武
帝
を
太
祖
の
位
に
置
き
、
太
宗
明
元
帝
、
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恭
宗
景
穆
帝（

（2
（

と
顕
祖
献
文
帝
は
昭
と
し
、
世
祖
太
武
帝
、
高
宗
文
成
帝
、
高
祖
孝
文
帝
は
穆
と
し
て
、
孝
文
帝
時
期
に
残
さ
れ
た
昭
穆
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
。

　

太
和
十
五
年
の
遷
廟
の
儀
礼
と
七
廟
神
主
の
議
定
に
よ
り
、
都
の
平
城
に
建
て
ら
れ
た
新
し
い
太
廟
は
、
各
皇
帝
の
神
主
を
一
つ
の
太
廟
に
納
め
る
後
漢
以

降
の
漢
民
族
の
伝
統
的
な
「
同
堂
異
室
」
の
太
廟
制
度
と
一
致
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
の
太
和
十
六
年
の
正
月
に
、
宗
廟
祭
祀
の
四
時

祭
の
時
期
を
仲
月
か
ら
孟
月
に
変
更
し
、
こ
う
し
て
北
魏
王
朝
は
漢
民
族
伝
統
の
宗
廟
祭
祀
制
度
を
確
立
し
た
。

三
、
不
経
の
廟
に
つ
い
て

　

北
魏
前
期
の
宗
廟
制
度
、
特
に
宗
廟
の
設
置
は
、
南
北
朝
の
正
統
性
の
争
い
に
関
わ
る
政
治
制
度
の
影
響
で
、
漢
民
族
の
伝
統
と
北
方
民
族
の
伝
統
と
が
混

在
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
『
周
礼
』
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
太
廟
も
あ
り
、
ま
た
祭
祀
の
便
宜
の
た
め
に
宮
中
に
建
て
ら
れ
た
廟
も
あ
り
、
更
に
北
方
民

族
の
伝
統
の
あ
る
、
祖
先
と
縁
の
深
い
所
に
建
て
ら
れ
た
廟
や
女
性
の
廟
も
あ
る
。
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
に
孝
文
帝
は
宗
廟
の
漢
化
政
策
を
通
し
て
新
し

い
宗
廟
祭
祀
制
度
を
確
立
す
る
と
同
時
に
、
北
魏
前
期
に
建
て
ら
れ
た
廟
を
経
書
に
合
わ
な
い
不
経
の
廟
と
し
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
太
和
十
五
年
八
月

戊
午
條
に
、
孝
文
帝
の
不
経
の
廟
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　

��

又
詔
曰
、
明
堂

又
詔
曰
、
明
堂
・・
太
廟
、
並
祀
祖
宗
、
配
祭
配
享
、
於
斯
備
矣
。
白
登

太
廟
、
並
祀
祖
宗
、
配
祭
配
享
、
於
斯
備
矣
。
白
登
・・
崞
山
崞
山
・・
雞
鳴
山
廟
唯
遣
有
司
行
事
。

雞
鳴
山
廟
唯
遣
有
司
行
事
。

　

白
登
山
の
廟
は
明
元
帝
期
に
建
て
ら
れ
、
祭
祀
は
年
一
回
で
皇
帝
親
祭
で
行
っ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
明
元
帝
期
の
白
登
山
廟
の
祭
祀
は
宗
廟
祭
祀
で

主
要
な
地
位
に
あ
り
、
太
廟
で
の
祭
祀
は
従
属
的
な
地
位
に
あ
る
。
崞崞
山
の
廟
は
太
武
帝
期
に
建
て
ら
れ
た
恵
太
后
の
寝
廟
で
あ
り
、
雞
鳴
山
の
廟
は
文
成
帝

期
に
建
て
ら
れ
た
昭
太
后
の
寝
廟
で
あ
る
。
上
記
の
史
料
で
は
、
当
時
の
崞崞
山
の
恵
太
后
廟
と
雞
鳴
山
の
昭
太
后
廟
で
の
祭
祀
も
皇
帝
自
ら
行
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
孝
文
帝
の
宗
廟
改
革
で
儒
家
の
礼
説
に
合
う
新
し
い
太
廟
が
建
て
ら
れ
る
と
、
宗
廟
祭
祀
に
お
け
る
太
廟
の
地
位
が
高
く
な
り
、
先
の
三
つ
の
廟
は
有
司

行
事
の
形
式
に
格
下
げ
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
太
和
十
六
年
（
四
九
二
）
の
十
月
に
白
登
山
廟
の
太
宗
以
下
諸
帝
の
祭
祀
を
廃
止
し
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
條
に
は
、

　
　
　
　

��

十
月
己
亥
、
詔
曰
、
…
…
白
登
廟
者
、
有
爲
而
興
、
昭
穆
不
次
。
…
…
又
常
用
季
秋
、
躬
駕
展
虔
、
祀
禮
或
有
褻
慢
之
失
、
嘉
樂
頗
涉
野
合
之
譏
。
今
授

十
月
己
亥
、
詔
曰
、
…
…
白
登
廟
者
、
有
爲
而
興
、
昭
穆
不
次
。
…
…
又
常
用
季
秋
、
躬
駕
展
虔
、
祀
禮
或
有
褻
慢
之
失
、
嘉
樂
頗
涉
野
合
之
譏
。
今
授

衣
之
旦
、
享
祭
明
堂
、
玄
冬
之
始
、
奉
烝
太
廟
。
若
復
致
齋
白
登
、
便
爲
一
月
再
駕
、
事
成
褻
瀆
。
回
詳
二
理
、
謂
宜
省
一
。
…
…
將
欲
廢
彼
東
山
之
祀
、

衣
之
旦
、
享
祭
明
堂
、
玄
冬
之
始
、
奉
烝
太
廟
。
若
復
致
齋
白
登
、
便
爲
一
月
再
駕
、
事
成
褻
瀆
。
回
詳
二
理
、
謂
宜
省
一
。
…
…
將
欲
廢
彼
東
山
之
祀
、

成
此
二
享
之
敬
、
可
具
敕
有
司
、
但
令
内
典
神
者
、
攝
行
祭
事
。
獻
明

成
此
二
享
之
敬
、
可
具
敕
有
司
、
但
令
内
典
神
者
、
攝
行
祭
事
。
獻
明
・・
道
武
各
有
廟
稱
、
可
具
依
舊
式
。
自
太
宗
諸
帝
、
昔
無
殿
宇
、
因
停
之
。

道
武
各
有
廟
稱
、
可
具
依
舊
式
。
自
太
宗
諸
帝
、
昔
無
殿
宇
、
因
停
之
。
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と
あ
る
。
白
登
山
は
平
城
の
東
に
あ
る
の
で
、「
東
山
之
祀
」
は
白
登
山
に
あ
る
「
東
廟
」
の
祭
祀
の
こ
と
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
北
魏
前
期
の
宗
廟
祭
祀

の
中
で
主
要
な
地
位
に
あ
っ
た
。「
季
秋
」
は
九
月
で
、
す
な
わ
ち
東
廟
の
祭
祀
は
よ
く
九
月
に
行
っ
た
。
太
和
十
六
年
十
月
の
時
点
で
、
都
の
平
城
に
明
堂

が
既
に
完
成
し
、
宗
廟
祭
祀
の
四
時
祭
の
時
期
も
既
に
仲
月
か
ら
孟
月
に
変
更
さ
れ
た
。「
授
衣
之
旦
」
は
九
月
一
日
で
こ
の
日
に
明
堂
に
祭
祀
を
行
い
、「
玄

冬
之
始
」
は
十
月
を
指
し
、
太
廟
で
「
烝
」
す
な
わ
ち
四
時
祭
の
一
つ
を
行
う
。
孝
文
帝
は
、
九
月
に
ま
た
東
廟
で
祭
祀
を
行
え
ば
祖
先
に
対
す
る
祭
祀
が
重

複
し
て
不
敬
と
な
る
の
で
、
白
登
山
廟
の
祭
祀
を
廃
止
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
献
明
帝
と
道
武
帝
の
廟
は
そ
れ
ぞ
れ
廟
称
が
あ
る
の
で
祭
祀
が
残
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
東
廟
に
代
わ
っ
て
太
廟
で
の
祭
祀
の
主
要
な
地
位
が
確
立
し
た
。

　

太
和
十
七
年
（
四
九
三
）、
孝
文
帝
は
南
朝
斉
へ
の
遠
征
を
名
目
に
洛
陽
に
遷
都
し
、
北
魏
は
洛
陽
時
代
に
入
っ
た
。
太
和
十
九
年
（
四
九
五
）
二
月
の
詔

か
ら
、
三
月
三
日
己
巳
に
神
主
を
洛
陽
太
和
廟
に
移
す
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る（

（3
（

。
鄴
に
建
て
ら
れ
た
太
武
帝
の
母
親
、
密
皇
太
后
の
廟
に
つ
い
て
は
、
巻

一
○
八
・
礼
志
一
・
同
年
條
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　

��

六
月
、
相
州
刺
史
高
閭
表
言
、
伏
惟
太
武
皇
帝
發
孝
思
之
深
誠
、
同
渭
陽
之
遠
感
、
以
鄴
土
舅
氏
之
故
鄕
、
有
歸
魂
之
舊
宅
、
故
爲
密
皇
后
立
廟
於
城
内
、

六
月
、
相
州
刺
史
高
閭
表
言
、
伏
惟
太
武
皇
帝
發
孝
思
之
深
誠
、
同
渭
陽
之
遠
感
、
以
鄴
土
舅
氏
之
故
鄕
、
有
歸
魂
之
舊
宅
、
故
爲
密
皇
后
立
廟
於
城
内
、

歳
時
祭
祀
、
置
廟
戸
十
家
、
齋
宮
三
十
人
。
春
秋
烝
嘗
、
冠
服
從
事
、
刺
史
具
威
儀
、
親
行
薦
酌
、
升
降
揖
讓
、
與
七
廟
同
儀
、
禮
畢
、
撤
會
而
罷
。

歳
時
祭
祀
、
置
廟
戸
十
家
、
齋
宮
三
十
人
。
春
秋
烝
嘗
、
冠
服
從
事
、
刺
史
具
威
儀
、
親
行
薦
酌
、
升
降
揖
讓
、
與
七
廟
同
儀
、
禮
畢
、
撤
會
而
罷
。

…
…
若
以
七
廟
惟
新
、
明
堂
初
制
、
配
饗
之
儀
、
備
於
京
邑
者
、
便
應
罷
壞
、
輟
其
常
祭
。
如
以
功
高
特
立
、
宜
應
新
其
靈
宇
。
敢
陳
所
見
、
伏
請
恩
裁
。

…
…
若
以
七
廟
惟
新
、
明
堂
初
制
、
配
饗
之
儀
、
備
於
京
邑
者
、
便
應
罷
壞
、
輟
其
常
祭
。
如
以
功
高
特
立
、
宜
應
新
其
靈
宇
。
敢
陳
所
見
、
伏
請
恩
裁
。

詔
罷
之
。

詔
罷
之
。

　

ま
た
巻
十
三
・
明
元
密
皇
后
伝
に
は
、

　
　
　
　

��

高
祖
時
、
相
州
刺
史
高
閭
表
修
后
廟
、
詔
曰
、
婦
人
外
成
、
理
無
獨
祀
、
陰
必
配
陽
以
成
天
地
、
未
聞
有
莘
之
國
、
立
太
姒
之
饗
。
此
乃
先
皇
所
立
、
一

高
祖
時
、
相
州
刺
史
高
閭
表
修
后
廟
、
詔
曰
、
婦
人
外
成
、
理
無
獨
祀
、
陰
必
配
陽
以
成
天
地
、
未
聞
有
莘
之
國
、
立
太
姒
之
饗
。
此
乃
先
皇
所
立
、
一

時
之
至
感
、
非
經
世
之
遠
制
、
便
可
罷
祀
。

時
之
至
感
、
非
經
世
之
遠
制
、
便
可
罷
祀
。

と
あ
る
。
孝
文
帝
期
に
、
相
州
刺
史
高
閭
は
密
皇
太
后
廟
の
修
理
を
請
う
た
が
、
孝
文
帝
は
女
性
の
為
に
廟
を
建
て
る
こ
と
は
儒
家
の
礼
説
と
合
わ
ず
、
し
か

も
密
太
后
廟
は
太
武
帝
の
一
時
の
思
い
で
建
て
ら
れ
た
、
と
い
う
理
由
で
密
太
后
廟
の
祭
祀
を
止
め
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
宗
廟
の
漢
化
政
策
で
は
不
経
の
廟
の
祭
祀
を
廃
止
す
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、
孝
文
帝
は
全
部
を
廃
止
せ
ず
、
廟
に
よ
っ
て
は
祭
祀
の
規
格

を
下
げ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
二
に
は
、
孝
明
帝
神
亀
（
五
一
六
～
五
二
〇
）
初
年
條
に
諸
王
の
廟
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
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��

懌
（
元
懌
）
又
議
曰
、
古
者
七
廟
、
廟
堂
皆
別
、
光
武
已
來
、
異
室
同
堂
。
故
先
朝
祀
堂
令
云
、「
廟
皆
四
栿
五
架
、
北
廂
設
坐
、
東
昭
西
穆
。
」
…
…
比

懌
（
元
懌
）
又
議
曰
、
古
者
七
廟
、
廟
堂
皆
別
、
光
武
已
來
、
異
室
同
堂
。
故
先
朝
祀
堂
令
云
、「
廟
皆
四
栿
五
架
、
北
廂
設
坐
、
東
昭
西
穆
。
」
…
…
比

來
諸
王
立
廟
者
、
自
任
私
造
、
不
依
公
令
、
或
五
或
一
、
參
差
無
準
。
要
須
議
行
新
令
、
然
後
定
其
法
制
。

來
諸
王
立
廟
者
、
自
任
私
造
、
不
依
公
令
、
或
五
或
一
、
參
差
無
準
。
要
須
議
行
新
令
、
然
後
定
其
法
制
。

　

こ
れ
に
依
れ
ば
、
廟
の
設
置
に
つ
い
て
は
朝
廷
の
規
定
が
あ
る
が
、
孝
明
帝
時
期
ま
で
北
魏
の
諸
王
は
ま
だ
規
定
に
よ
っ
て
廟
を
建
て
て
は
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
恐
ら
く
昔
か
ら
の
習
慣
は
ま
だ
完
全
に
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
孝
文
帝
時
期
も
同
様
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宗
廟
の
漢
化
政
策
を
し
て
経
書
に
合

う
制
度
を
決
め
て
も
、
鮮
卑
旧
制
を
完
全
に
除
く
の
は
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
　
孝
文
帝
宗
廟
改
革
後
の
祭
祀
儀
礼

　

孝
文
帝
は
宗
廟
改
革
を
通
し
て
、
儒
家
の
礼
説
に
合
う
漢
民
族
の
宗
廟
祭
祀
制
度
を
確
立
し
た
。
孝
文
帝
の
礼
制
改
革
は
、
北
魏
礼
制
制
度
の
基
本
と
な
っ

て
、
北
朝
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

儒
家
の
礼
説
に
よ
れ
ば
、
宗
廟
の
祭
祀
に
は
四
時
祭
と
禘
祭
・
祫
祭
が
あ
る
。
四
時
祭
と
は
四
孟
月
（
一
、四
、七
、十
月
）
と
臘
日
と
の
、
一
年
に
五
回
行

わ
れ
る
小
規
模
な
祭
祀
で
あ
る
。
禘
祭
・
祫
祭
は
併
せ
て
殷
祭
と
呼
ば
れ
る
大
祭
で
あ
り
、
禘
祭
は
五
年
に
一
度
、
祫
祭
は
三
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る
。
孝

文
帝
以
前
の
北
魏
前
期
の
史
料
に
は
禘
祭
・
祫
祭
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
え
て
お
ら
ず
、
四
時
祭
の
時
期
も
儒
家
の
礼
説
と
相
違
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
孝
文

帝
の
宗
廟
改
革
に
お
い
て
、
禘
祫
制
度
と
四
時
祭
が
改
め
て
議
定
さ
れ
た
。

一
、
禘
祫

　

禘
祫
は
中
国
古
代
の
宗
廟
祭
祀
の
中
で
一
番
重
要
な
祭
祀
儀
礼
で
あ
る
。
禘
祭
と
祫
祭
は
先
秦
の
祭
祀
に
由
来
し
、後
漢
光
武
帝
の
建
武
二
十
六
年
（
五
〇
）

に
張
純
は
礼
や
旧
制
に
よ
っ
て
三
年
に
一
度
十
月
に
祫
祭
を
行
い
、
五
年
に
一
度
四
月
に
禘
祭
を
行
う
禘
祫
制
度
を
制
定
し
た（

（3
（

。

　

禘
祭
と
祫
祭
に
つ
い
て
の
理
解
は
歴
代
の
諸
儒
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
鄭
玄
と
王
粛
の
学
説
と
の
対
立
は
代
表
的
で
あ
る
。
孝
文
帝
太
和

十
三
年
（
四
八
九
）
に
も
鄭
玄
と
王
粛
の
学
説
を
巡
っ
て
禘
祫
制
度
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
太
和
十
三
年
五
月
の
詔
に
は
、

　
　
　
　

��

鄭
玄
解
禘
、
天
子
祭
圜
丘
曰
禘
、
祭
宗
廟
大
祭
亦
曰
禘
。
三
年
一
祫
、
五
年
一
禘
。
祫
則
合
羣
毀
廟
之
主
於
太
廟
、
合
而
祭
之
。
禘
則
増
及
百
官
配
食
者
、

鄭
玄
解
禘
、
天
子
祭
圜
丘
曰
禘
、
祭
宗
廟
大
祭
亦
曰
禘
。
三
年
一
祫
、
五
年
一
禘
。
祫
則
合
羣
毀
廟
之
主
於
太
廟
、
合
而
祭
之
。
禘
則
増
及
百
官
配
食
者
、
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審
諦
而
祭
之
。
天
子
先
禘
祫
而
後
時
祭
、
諸
侯
先
時
祭
而
後
禘
祫
。
魯
禮
、
三
年
喪
畢
而
祫
、
明
年
而
禘
。
圜
丘

審
諦
而
祭
之
。
天
子
先
禘
祫
而
後
時
祭
、
諸
侯
先
時
祭
而
後
禘
祫
。
魯
禮
、
三
年
喪
畢
而
祫
、
明
年
而
禘
。
圜
丘
・・
宗
廟
大
祭
俱
稱
禘
、
祭
有
兩
禘
明
也
。

宗
廟
大
祭
俱
稱
禘
、
祭
有
兩
禘
明
也
。

王
肅
解
禘
祫
、
稱
天
子
諸
侯
皆
禘
於
宗
廟
、
非
祭
天
之
祭
。
郊
祀
后
稷
、
不
稱
禘
、
宗
廟
稱
禘
。
禘

王
肅
解
禘
祫
、
稱
天
子
諸
侯
皆
禘
於
宗
廟
、
非
祭
天
之
祭
。
郊
祀
后
稷
、
不
稱
禘
、
宗
廟
稱
禘
。
禘
・・
祫
一
名
也
、
合
而
祭
之
故
稱
祫
、
審
諦
之
故
稱
禘
、

祫
一
名
也
、
合
而
祭
之
故
稱
祫
、
審
諦
之
故
稱
禘
、

非
兩
祭
之
名
。
三
年
一
祫
、
五
年
一
禘
、
總
而
互
舉
之
、
故
稱
五
年
再
殷
祭
、
不
言
一
禘
一
祫
、
斷
可
知
矣
。
禮
文
大
略
、
諸
儒
之
説
、
盡
具
於
此
。
卿

非
兩
祭
之
名
。
三
年
一
祫
、
五
年
一
禘
、
總
而
互
舉
之
、
故
稱
五
年
再
殷
祭
、
不
言
一
禘
一
祫
、
斷
可
知
矣
。
禮
文
大
略
、
諸
儒
之
説
、
盡
具
於
此
。
卿

等
便
可
議
其
是
非
。

等
便
可
議
其
是
非
。

と
あ
る
。
文
中
の
鄭
玄
説
と
王
粛
説
は
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
異
同
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
禘
祭
と
祫
祭
は
同
じ
祭
祀
で
あ
る
か
ど
う
か
。
鄭
玄
説
で
は
、
円
丘
で
の
祭
祀
と
宗
廟
の
大
祭
、
両
方
と
も
禘
と
称
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
禘
祭
に

は
二
つ
の
種
類
が
あ
り
、
円
丘
郊
天
と
宗
廟
大
祭
と
で
あ
る
。
王
粛
説
で
は
、
天
子
・
諸
侯
が
宗
廟
を
祭
祀
す
る
こ
と
だ
け
が
禘
と
称
せ
ら
れ
、
禘
祭
と
祫
祭

は
同
じ
祭
祀
の
違
う
呼
び
方
で
あ
り
、
祭
天
郊
祀
は
禘
祭
で
は
な
い
。

　

次
は
禘
祭
と
祫
祭
の
時
期
に
つ
い
て
の
異
同
が
あ
る
。
三
年
の
喪
で
鄭
玄
と
王
粛
の
観
点
が
違
う
の
で
、
禘
祭
と
祫
祭
の
時
期
に
つ
い
て
も
相
違
が
あ
る
。

鄭
玄
説
で
は
、
三
年
の
喪
（
二
十
五
箇
月
）
の
後
に
二
箇
月
の
禫
を
置
き
、
す
な
わ
ち
二
十
七
箇
月
を
経
て
喪
服
を
除
き
、
翌
月
に
祫
祭
を
行
い
、
翌
年
の
春

に
禘
祭
を
行
う
こ
と
す
る
。
王
粛
説
で
は
、
二
箇
月
の
禫
は
三
年
の
喪
（
二
十
五
箇
月
）
に
含
ま
れ
、
そ
の
後
に
禘
祫
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
二
点
を
巡
っ
て
、
尚
書
游
明
根
等
は
鄭
玄
説
を
主
張
し
た
。
一
方
、
中
書
監
高
閭
等
は
円
丘
郊
天
に
つ
い
て
は
鄭
玄
説
を
主
張
し
た
が
、
宗
廟
祭
祀
に

つ
い
て
は
王
粛
説
を
主
張
し
た
。
こ
の
後
、
孝
文
帝
は
以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
に
は
、

　
　
　
　

��

帝
曰
、
…
…
王
以
禘
祫
爲
一
祭
、
王
義
爲
長
。
鄭
以
圜
丘
爲
禘
、
與
宗
廟
大
祭
同
名
、
義
亦
爲
當
。
今
互
取
鄭

帝
曰
、
…
…
王
以
禘
祫
爲
一
祭
、
王
義
爲
長
。
鄭
以
圜
丘
爲
禘
、
與
宗
廟
大
祭
同
名
、
義
亦
爲
當
。
今
互
取
鄭
・・
王
二
義
。
禘
祫
并
爲
一
名
從
王
、
禘
是

王
二
義
。
禘
祫
并
爲
一
名
從
王
、
禘
是

祭
圜
丘
大
祭
之
名
、
上
下
同
用
、
從
鄭
。
若
以
數
則
黷
、
五
年
一
禘
、
改
祫
從
禘
。
五
年
一
禘
、
則
四
時
盡
禘
、
以
稱
今
情
。
禘
則
依
禮
文
、
先
禘
而
後

祭
圜
丘
大
祭
之
名
、
上
下
同
用
、
從
鄭
。
若
以
數
則
黷
、
五
年
一
禘
、
改
祫
從
禘
。
五
年
一
禘
、
則
四
時
盡
禘
、
以
稱
今
情
。
禘
則
依
禮
文
、
先
禘
而
後

時
祭
。
便
即
施
行
、
著
之
於
令
、
永
爲
世
法
。

時
祭
。
便
即
施
行
、
著
之
於
令
、
永
爲
世
法
。

と
あ
る
。
孝
文
帝
は
鄭
玄
説
と
王
粛
説
と
の
両
方
を
取
っ
た
。
す
な
わ
ち
円
丘
郊
天
と
宗
廟
大
祭
を
共
に
禘
と
称
す
る
こ
と
で
は
鄭
玄
説
を
取
り
、
宗
廟
祭
祀

で
禘
祭
と
祫
祭
は
同
じ
祭
祀
で
あ
る
こ
と
で
は
王
粛
説
を
取
っ
た
。
五
年
に
一
度
禘
祭
を
行
い
、
禘
祭
と
四
時
祭
が
重
な
る
場
合
に
は
、
ま
ず
禘
祭
を
行
っ
て

そ
の
後
に
四
時
祭
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
に
孝
文
帝
が
改
め
て
太
廟
を
建
て
、
道
武
帝
を
太
祖
に
追
尊
し
、
北
魏

は
始
め
て
漢
民
族
の
宗
廟
祭
祀
制
度
を
確
立
し
た
。
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た
だ
し
、
孝
文
帝
は
太
和
十
三
年
に
禘
祫
制
度
を
議
定
し
た
が
、
そ
の
後
の
史
料
に
は
禘
祭
の
記
事
は
見
え
ず
。
孝
文
帝
期
の
禘
祭
の
実
行
状
況
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
巻
一
○
八
・
礼
志
二
・
宣
武
帝
景
明
二
年
（
五
〇
一
）
六
月
の
孫
恵
蔚
の
上
言
に
は
、

　
　

�

…
…
然
則
三
年
喪
畢
、
祫
祭
太
祖
、
明
年
春
祀
、
遍
禘
羣
廟
。
此
禮
之
正
也
、
古
之
道
也
。
…
…
陛
下
永
惟
孝
思
、
因
心
即
禮
、
取
鄭
捨
王
、
禫
終
此
晦
、

來
月
中
旬
、
禮
應
大
祫
。
六
室
神
祏
、
升
食
太
祖
。
明
年
春
享
、
咸
禘
羣
廟
。
自
茲
以
後
、
五
年
爲
常
。

と
あ
る
。
文
中
の
「
取
鄭
捨
王
」
か
ら
、
宣
武
帝
が
即
位
し
た
翌
年
に
鄭
玄
説
を
採
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
孝
文
帝
は
太
和
二
十
三
年
（
四
九
九
）

の
四
月
に
崩
御
し
た
。
二
十
七
箇
月
の
禫
祭
が
済
ん
だ
時
は
景
明
二
年
（
五
〇
一
）
の
六
月
に
当
た
り
、
孫
恵
蔚
の
上
言
の
時
期
と
一
致
し
て
い
る
。
翌
月
に

祫
祭
を
行
い
、
翌
年
の
正
月
に
禘
祭
を
行
い
、
そ
の
後
五
年
に
一
回
行
う
と
い
う
孫
恵
蔚
の
上
言
も
、
鄭
玄
説
に
依
拠
し
て
い
る
。『
礼
記
』
王
制
「
天
子
犆

天
子
犆

礿
祫
禘
祫
嘗
祫
烝

礿
祫
禘
祫
嘗
祫
烝
」
の
鄭
注
に
は
、

　
　

魯
禮
、
三
年
喪
畢
而
祫
於
太
祖
、
明
年
春
禘
於
羣
廟
、
自
爾
之
後
、
五
年
而
殷
祭
、
一
祫
一
禘
。

　
　

魯
禮
、
三
年
喪
畢
而
祫
於
太
祖
、
明
年
春
禘
於
羣
廟
、
自
爾
之
後
、
五
年
而
殷
祭
、
一
祫
一
禘
。

と
あ
る
。
宣
武
帝
は
禘
祭
と
祫
祭
を
二
つ
の
祭
祀
に
分
け
て
、
王
粛
説
を
捨
て
鄭
玄
説
を
採
用
し
た（

（3
（

。

　

次
の
孝
明
帝
時
期
に
も
、
禘
祫
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
延
昌
四
年
（
五
一
五
）
の
正
月
に
宣
武
帝
が
崩
御
し
て
、
孝
明
帝
が
即
位
し
た
。
巻
一
○
八
・

礼
志
二
の
同
年
三
月
の
條
に
は
、

　
　
　
　

��

尚
書
令

尚
書
令
・・
任
城
王
澄
奏
、
太
常
卿
崔
亮
上
言
、
秋
七
月
應
祫
祭
于
太
祖
、
今
世
宗
宣
武
皇
帝
主
雖
入
廟
、
然
烝
嘗
時
祭
、
猶
別
寢
室
、
至
於
殷
祫
、
宜
存

任
城
王
澄
奏
、
太
常
卿
崔
亮
上
言
、
秋
七
月
應
祫
祭
于
太
祖
、
今
世
宗
宣
武
皇
帝
主
雖
入
廟
、
然
烝
嘗
時
祭
、
猶
別
寢
室
、
至
於
殷
祫
、
宜
存

古
典
。
案
禮
、
三
年
喪
畢
、
祫
於
太
祖
、
明
年
春
禘
於
羣
廟
。
又
案
杜
預
亦
云
、
卒
哭
而
除
、
三
年
喪
畢
而
禘
。
魏
武
宣
后
以
太
和
四
年
六
月
崩
、
其
月

古
典
。
案
禮
、
三
年
喪
畢
、
祫
於
太
祖
、
明
年
春
禘
於
羣
廟
。
又
案
杜
預
亦
云
、
卒
哭
而
除
、
三
年
喪
畢
而
禘
。
魏
武
宣
后
以
太
和
四
年
六
月
崩
、
其
月

既
葬
、
除
服
即
吉
。
四
時
行
事
、
而
猶
未
禘
。
王
肅

既
葬
、
除
服
即
吉
。
四
時
行
事
、
而
猶
未
禘
。
王
肅
・・
韋
誕
並
以
爲
今
除
即
吉
、
故
特
時
祭
、
至
於
禘
祫
、
宜
存
古
禮
。
高
堂
隆
亦
如
肅
議
、
於
是
停
不

韋
誕
並
以
爲
今
除
即
吉
、
故
特
時
祭
、
至
於
禘
祫
、
宜
存
古
禮
。
高
堂
隆
亦
如
肅
議
、
於
是
停
不

殷
祭
。
仰
尋
太
和
二
十
三
年
四
月
一
日
、
高
祖
孝
文
皇
帝
崩
、
其
年
十
月
祭
廟
、
景
明
二
年
秋
七
月
祫
於
太
祖
、
三
年
春
禘
於
羣
廟
、
亦
三
年
乃
祫
。
謹

殷
祭
。
仰
尋
太
和
二
十
三
年
四
月
一
日
、
高
祖
孝
文
皇
帝
崩
、
其
年
十
月
祭
廟
、
景
明
二
年
秋
七
月
祫
於
太
祖
、
三
年
春
禘
於
羣
廟
、
亦
三
年
乃
祫
。
謹

準
古
禮
及
晉
魏
之
議
、
並
景
明
故
事
、
愚
謂
來
秋
七
月
、
祫
祭
應
停
、
宜
待
三
年
終
乃
後
祫
禘
。
詔
曰
、
太
常
援
引
古
今
、
並
有
證
據
、
可
依
請
。

準
古
禮
及
晉
魏
之
議
、
並
景
明
故
事
、
愚
謂
來
秋
七
月
、
祫
祭
應
停
、
宜
待
三
年
終
乃
後
祫
禘
。
詔
曰
、
太
常
援
引
古
今
、
並
有
證
據
、
可
依
請
。

と
あ
る
。
三
月
に
太
常
卿
崔
亮
は
秋
七
月
に
祫
祭
を
行
う
べ
き
だ
が
、
古
礼
と
晋
魏
の
議
、
ま
た
宣
武
帝
景
明
二
年
（
五
〇
一
）
の
故
事
に
準
じ
て
、
七
月
の

祫
祭
を
や
め
、
三
年
の
喪
が
終
わ
っ
て
ま
た
祫
祭
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
孝
明
帝
は
崔
亮
の
上
言
を
受
け
、「
三
年
喪
畢
而
祫
」
を
決
め
た
。
ま
た
同
巻

の
孝
明
帝
熙
平
二
年
（
五
一
七
）
十
二
月
の
條
の
、
侍
中
・
司
空
公
・
領
尚
書
令
・
任
城
王
澄
、
度
支
尚
書
崔
亮
の
上
奏
に
は
、
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…
…
臣
等
謂
元
日
萬
國
賀
、
應
是
諸
侯
旅
見
之
義
。
…
…
詳
考
古
禮
、
未
有
以
祭
事
廢
元
會
者
。
禮
云
、「
吉
事
先
近
日
」、
脱
不
吉
、
容
改
筮
三
旬
。
尋

…
…
臣
等
謂
元
日
萬
國
賀
、
應
是
諸
侯
旅
見
之
義
。
…
…
詳
考
古
禮
、
未
有
以
祭
事
廢
元
會
者
。
禮
云
、「
吉
事
先
近
日
」、
脱
不
吉
、
容
改
筮
三
旬
。
尋

攝
太
史
令
趙
翼
等
列
稱
、
正
月
二
十
六
日
祭
亦
吉
。
請
移
禘
祀
在
中
旬
十
四
日
、
時
祭
移
二
十
六
日
、
猶
曰
春
禘
、
又
非
退
義
。

攝
太
史
令
趙
翼
等
列
稱
、
正
月
二
十
六
日
祭
亦
吉
。
請
移
禘
祀
在
中
旬
十
四
日
、
時
祭
移
二
十
六
日
、
猶
曰
春
禘
、
又
非
退
義
。

と
あ
る
。
宣
武
帝
は
延
昌
四
年
（
五
一
五
）
の
正
月
に
崩
御
し
、
二
十
七
箇
月
の
禫
祭
が
済
ん
だ
翌
年
の
正
月
は
神
亀
元
年
（
五
一
八
）
正
月
に
当
た
っ
て
い

る
。
同
月
に
も
正
月
の
朝
会
が
あ
っ
た
。
朝
会
と
禘
祭
と
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
元
澄
と
崔
亮
は
禘
祭
を
十
四
日
に
移
し
、
時
祭
を
二
十
六
日
に
移
す
こ
と

を
請
う
た
。
以
上
か
ら
、
こ
の
時
も
宣
武
帝
の
時
と
同
様
に
、
鄭
玄
説
に
依
拠
し
て
禘
祭
を
行
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
北
魏
の
殷
祭
は
太
和
十
三
年
に
五
年
に
一
度
禘
祭
を
行
う
形
で
始
め
ら
れ
た
。
次
の
宣
武
帝
・
孝
明
帝
の
時
代
に
、
王
粛
説
を
捨
て
て
鄭
玄

の
学
説
に
従
い
、
先
帝
の
二
十
七
箇
月
の
喪
が
あ
け
た
後
と
翌
年
の
正
月
と
に
禘
祭
を
行
い
、
以
後
は
五
年
に
一
度
正
月
に
禘
祭
を
行
う
方
式
が
定
着
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

二
、四
時
祭

　

四
時
祭
は
禘
祭
・
祫
祭
の
次
に
、
北
魏
の
重
要
な
国
家
宗
廟
祭
祀
で
あ
る
。
儒
家
の
礼
説
に
よ
れ
ば
、
四
時
祭
は
一
年
に
五
回
、
四
孟
月
（
一
、四
、七
、十
月
）

と
臘
日
と
に
行
わ
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
孝
文
帝
の
漢
化
改
革
前
の
北
魏
前
期
に
は
、
時
祭
の
時
期
は
一
定
し
て
い
な
い（

（3
（

。
太
和
六
年
（
四
八
二
）
十
一
月
に
孝
文
帝
は
漢
魏
の

礼
制
に
準
じ
て
四
時
祭
を
導
入
し
た
が
、
行
う
時
期
は
ま
だ
孟
月
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
太
和
十
六
年
（
四
九
二
）
の
正
月
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

孝
文
帝
は
禘
祫
制
度
の
整
備
と
同
時
に
、
四
時
祭
の
時
期
も
変
更
し
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
太
和
十
六
年
正
月
戊
午
の
詔
に
は
、

　
　
　
　

��

夫
四
時
享
祀
、
人
子
常
道
。
然
祭
薦
之
禮
、
貴
賤
不
同
。
故
有
邑
之
君
、
祭
以
首
時
、
無
田
之
士
、
薦
以
仲
月
。
況
七
廟
之
重
、
而
用
中
節
者
哉
。
自
頃

夫
四
時
享
祀
、
人
子
常
道
。
然
祭
薦
之
禮
、
貴
賤
不
同
。
故
有
邑
之
君
、
祭
以
首
時
、
無
田
之
士
、
薦
以
仲
月
。
況
七
廟
之
重
、
而
用
中
節
者
哉
。
自
頃

蒸
嘗
之
禮
、
頗
違
舊
義
、
今
將
仰
遵
遠
式
、
以
此
孟
月
、
犆
礿
於
太
廟
。
…
…
今
禮
律
未
宣
、
有
司
或
不
知
此
、
可
敕
太
常
令
、
剋
日
以
聞
。

蒸
嘗
之
禮
、
頗
違
舊
義
、
今
將
仰
遵
遠
式
、
以
此
孟
月
、
犆
礿
於
太
廟
。
…
…
今
禮
律
未
宣
、
有
司
或
不
知
此
、
可
敕
太
常
令
、
剋
日
以
聞
。

と
あ
る
。「
中
節
」
と
は
、
仲
月
の
こ
と
で
あ
る
。
北
魏
前
期
の
四
時
祭
は
、
仲
月
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
漢
民
族
の
伝
統
に
よ
れ
ば
、
四

時
祭
は
孟
月
に
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
『
資
治
通
鑑
』
巻
第
一
三
七
・
斉
紀
三
・
武
帝
永
明
十
年
（
四
九
二
）
正
月
條
「
魏
舊
制
、
四
時
祭
廟
皆
用
中

節
、
丙
子
、
詔
始
用
孟
月
、
擇
日
而
祭
。」
の
胡
三
省
注
に
、

　
　

自
漢
以
來
、
宗
廟
歳
五
祀
、
四
孟
及
臘
是
也
。
魏
初
用
中
節
、
夷
禮
也
。

　
　

自
漢
以
來
、
宗
廟
歳
五
祀
、
四
孟
及
臘
是
也
。
魏
初
用
中
節
、
夷
禮
也
。
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と
あ
り
、
仲
月
に
四
時
祭
を
行
う
の
は
北
方
民
族
の
伝
統
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
は
儒
家
の
経
書
と
違
背
し
て
い
る
の
で
、
孝
文
帝
は
四
時
祭
の
時
期
を
仲
月
か

ら
孟
月
に
変
更
し
た
。

　

臘
日
は
王
朝
の
行
次
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
正
月
に
、
北
魏
の
孝
文
帝
は
王
朝
の
行
次
を
土
徳
か
ら
水
徳
に
変
更
す
る
と
共

に
、
水
徳
に
準
じ
て
辰
日
を
臘
日
と
決
定
し
た
。
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
太
和
十
五
年
正
月
の
詔
に
は
、

　
　

越
近
承
遠
、
情
所
未
安
。
然
考
次
推
時
、
頗
亦
難
繼
。
朝
賢
所
議
、
豈
朕
能
有
違
奪
。
便
可
依
爲
水
德
、
祖
申
辰
臘
。

　
　

越
近
承
遠
、
情
所
未
安
。
然
考
次
推
時
、
頗
亦
難
繼
。
朝
賢
所
議
、
豈
朕
能
有
違
奪
。
便
可
依
爲
水
德
、
祖
申
辰
臘
。

と
あ
る
。
孝
文
帝
期
に
、
改
め
て
王
朝
の
行
次
と
臘
日
を
決
め
た
が
、
臘
日
の
時
祭
の
有
無
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
道
武
帝
期
に
、
平
城
の
「
太
廟
」、
宮
中

の
廟
と
神
元
旧
都
の
廟
で
臘
日
の
祭
祀
を
行
っ
た
記
事
が
あ
る
の
で
、
孝
文
帝
時
期
も
臘
日
に
時
祭
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
を
通
し
て
北
魏
の
宗
廟
祭
祀
制
度
の
内
容
と
発
展
に
つ
い
て
初
歩
的
な
理
解
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
、
孝
文
帝
宗
廟
改
革
前
の
北
魏
前
期
に
は
、
道
武
帝
・
明
元
帝
期
に
廟
を
建
て
る
記
事
が
多
い
。
北
魏
が
建
国
し
た
後
、
南
北
両
朝
の
正
統
性
の
争
い
の

下
で
、
道
武
帝
は
都
の
平
城
に
「
太
廟
」
を
建
て
た
。「
太
廟
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
実
際
に
各
皇
帝
の
神
主
が
同
じ
宗
廟
に
納
め
ら
れ
る
後
漢
以
降
の
太
廟
制

度
と
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
祖
先
と
縁
の
あ
る
所
に
廟
を
建
て
た
。
次
の
明
元
帝
は
、
道
武
帝
の
建
て
た
廟
制
を
継
承
し
た
。
た
だ
し
皇
帝
親
祭
の
廟
は
白
登

山
に
あ
る
東
廟
に
な
っ
た
。
北
魏
前
期
に
は
東
廟
で
の
祭
祀
が
主
要
的
な
地
位
を
占
め
、
太
廟
で
の
祭
祀
が
従
属
的
な
地
位
に
あ
る
状
況
を
形
成
し
た
。
こ
の

時
期
の
祭
祀
儀
礼
に
は
、
漢
民
族
の
伝
統
と
北
方
民
族
の
伝
統
が
混
在
し
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
宗
廟
の
神
主
の
扱
い
よ
り
、
道
武
帝
と
明
元
帝
は
鮮
卑
旧
制

の
皇
位
継
承
伝
統
を
変
え
て
、
漢
民
族
の
「
父
子
相
続
」
皇
位
継
承
制
度
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
太
武
帝
～
献
文
帝
期
に
は
廟
を
建
て

る
記
事
や
祖
先
を
祭
る
記
事
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
孝
文
帝
太
和
六
年
（
四
八
二
）
の
宗
廟
改
革
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
道
武
帝
か
ら
孝
文
帝
の
改
革
ま
で
北

魏
の
宗
廟
祭
祀
は
北
方
民
族
の
風
俗
が
除
か
れ
ず
、
ま
だ
漢
民
族
の
伝
統
と
北
方
民
族
の
伝
統
と
が
混
在
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
魏
前
期
に
は

漢
民
族
の
伝
統
と
完
全
に
異
な
っ
て
、
女
性
の
為
に
廟
を
建
て
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
北
魏
の
「
子
貴
母
死
」
制
度
と
の
関
係
が
あ
っ
た
。
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以
上
の
と
お
り
、
孝
文
帝
宗
廟
改
革
前
の
北
魏
前
期
の
宗
廟
祭
祀
制
度
は
、
儒
家
の
礼
説
と
異
同
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
南
北
両
朝
の
正
統
性
の
争
い
、

北
魏
に
お
け
る
胡
漢
の
要
素
の
混
在
、
及
び
北
魏
の
政
治
状
況
と
関
わ
っ
て
い
た
。

　

二
、孝
文
帝
は
太
和
六
年（
四
八
二
）に
宗
廟
改
革
を
行
い
、北
方
民
族
の
祭
祀
伝
統
を
変
更
し
て
漢
民
族
の
宗
廟
祭
祀
に
近
づ
け
た
。
太
和
十
五
年（
四
九
一
）

の
孝
文
帝
親
政
の
後
、
一
連
の
宗
廟
改
革
を
通
し
て
北
魏
は
儒
家
の
礼
説
と
合
う
宗
廟
祭
祀
制
度
を
確
立
し
た
。
こ
の
中
の
禘
祭
・
祫
祭
に
つ
い
て
は
、
円
丘

郊
天
と
宗
廟
大
祭
を
共
に
禘
と
称
す
る
鄭
玄
説
と
、
禘
祭
と
祫
祭
と
は
同
じ
宗
廟
の
祭
祀
で
あ
る
と
す
る
王
粛
説
と
の
両
方
を
取
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗

廟
改
革
に
は
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
っ
た
。
孝
文
帝
在
位
の
間
に
昭
穆
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
北
魏
前
期
に
建
て
ら
れ
、
既
に
儒
家
の
礼
説
と
合
わ
な
い

と
さ
れ
た
不
経
の
廟
は
全
て
廃
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
に
は
祭
祀
の
規
格
を
下
げ
た
の
み
の
廟
が
あ
っ
た
。

　

三
、
孝
文
帝
の
宗
廟
改
革
以
降
、
宗
廟
の
設
置
と
祭
祀
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
宣
武
帝
と
孝
明
帝
は
宗
廟
祭
祀
の
儀
礼
を
更
に
完
成
に
近
づ
け
、
孝

文
帝
時
期
に
残
さ
れ
た
昭
穆
の
問
題
を
解
決
し
た
。
禘
祭
・
祫
祭
を
二
つ
の
祭
祀
と
し
て
王
粛
説
を
捨
て
鄭
玄
説
を
採
用
し
、
ま
た
三
年
の
喪
（
二
十
七
箇
月
）

に
つ
い
て
も
鄭
玄
説
を
採
用
し
た
。
た
だ
し
鄭
玄
説
で
は
円
丘
郊
天
と
宗
廟
大
祭
と
を
共
に
禘
と
称
す
る
が
、
円
丘
郊
天
の
禘
祭
の
状
況
は
不
明
で
あ
り
、
宗

廟
（
太
廟
）
の
祭
祀
の
み
に
禘
祫
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
が
筆
者
の
北
魏
宗
廟
祭
祀
制
度
の
研
究
の
総
結
と
理
解
で
あ
る
。
禘
祭
・
祫
祭
と
四
時
祭
以
外
、
北
魏
の
宗
廟
祭
祀
に
は
告
祭
も
あ
る
。
告
祭
は
戦
争

と
皇
帝
巡
幸
の
時
な
ど
に
行
う
不
定
期
な
祭
祀
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
宗
廟
祭
祀
の
よ
う
に
、
北
魏
で
は
郊
祀
で
も
最
初
期
に
は
北
方

民
族
の
伝
統
的
な
西
郊
祭
天
と
漢
民
族
の
伝
統
的
な
南
郊
祭
天
と
が
併
行
し
て
行
わ
れ
た
。
孝
文
帝
は
洛
陽
に
遷
都
す
る
と
共
に
西
郊
祭
天
を
廃
止
し
、
郊
祀

制
度
も
整
備
し
た
。
北
魏
の
郊
祀
が
ど
の
よ
う
に
設
立
さ
れ
、
ま
た
北
魏
王
朝
の
ど
の
よ
う
な
性
格
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
宗
廟
改
革
と
ど

の
よ
う
な
関
連
を
持
つ
の
か
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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明元帝期 道武帝期

設
置
時
期

神
瑞
元
年

（
４
１
４
）

神
瑞
元
年

（
４
１
４
）

永
興
四
年

（
４
１
２
）

永
興
四
年

（
４
１
２
）

（
太
祖
初
）

（
太
祖
初
）

天
興
二
年

（
３
９
９
）

天
興
二
年
十
月

（
３
９
９
）

雲
中
・
盛
楽
・
金
陵

白
登
の
西

皇
宮
の
中

白
登
山

雲
中
・
盛
楽
の
神
元
旧
都

不
明

皇
宮
の
中

太
廟

祭
祀
場
所

太
祖

昭
成
・
献
明
・
太
祖

太
祖

太
祖

神
元
以
下
の
七
帝

献
明
以
上

神
元
・
思
帝
・
平
文
・

昭
成
・
献
明

神
元
・
平
文
・
昭
成
・

献
明

神
主

四
時

祀
官
侍
祀

九
月
・
十
月
之
交

馬
・
牛
・
羊
、
貙
劉
之
禮

皇
帝
親
祭

歳
四
祭

牛
・
馬
・
羊
各
一

歳
一
祭
（
無
常
月
）

太
牢

皇
帝
親
祭

歳
三
祭
（
正
・
冬
・
臘
）

馬
・
牛
各
一

祀
官
侍
祀

歳
二
祭
（
八
月
・
十
月
）

牛
・
馬
・
羊

女
巫
行
事

歳
四
祭

　
（
正
・
冬
・
臘
・
九
月
）

馬
・
牛
各
一

皇
帝
親
祭

歳
五
祭

　
（
二
至
・
二
分
・
臘
）

太
牢

宗
正
兼
太
尉
率
祀
官
侍
祀

形
式

別
置
天
神
等
二
十
三
於
廟
左
右
、

其
神
大
者
以
馬
、
小
者
以
羊

別
立
華
陰
公
主
廟
於
太
祖
廟
垣
後
、

因
祭
薦
焉

兼
祀
皇
天
上
帝
、
以
山
神
配

又
置
献
明
以
上
所
立
天
神
四
十
所

備
考

『魏書』巻一〇八・礼志一に拠って纏める。

表　道武帝期・明元帝期の宗廟の設置と祭祀
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神元帝～道武帝の世系図
（1）

始祖神元帝

拓跋力微

文帝

拓跋沙漠汗

（即位せず）

（6）

桓帝

拓跋猗

（8）

普根

（9）

普根の子

（11）

惠帝

拓跋賀傉

（12）

煬帝

拓跋紇那

（7）

穆帝

拓跋猗盧

（4）

思帝

拓跋弗

（10）

太祖平文帝

拓跋鬱律

（13）

烈帝

拓跋翳槐

（14）

高祖昭成帝

拓跋什翼犍

献明帝

拓跋寔

（即位せず）

北魏道武帝

拓跋珪

（2）

章帝

拓跋悉鹿

（5）

昭帝

拓跋祿官

（3）

平帝

拓跋綽

※�『魏書』巻一・序紀によって纏め、李憑氏の『北魏平城時代』（上海古籍出版社、2011年8月）を参
照した。
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注

（
１
）　

陳
寅
恪
『
隋
唐
制
度
淵
源
畧
論
稿
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
二
月
、
初
出
は
一
九
四
四
年

（
２
）　

金
子
修
一
「
魏
晋
よ
り
隋
唐
に
至
る
郊
祀
・
宗
廟
の
制
度
に
つ
い
て
」、『
史
学
雑
誌
』
第
八
八
編
第
一
〇
号
、
一
九
七
九
年

（
３
）　

金
子
修
一
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
四
月

（
４
）　

趙
永
磊
「
塑
造
正
統
：
北
魏
太
廟
制
度
的
構
建
」、『
歴
史
研
究
』
二
〇
一
七
年
第
六
期

（
５
）　

楼
勁
『
北
魏
開
国
史
探
』、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
九
月

（
６
）　

康
楽
『
従
西
郊
到
南
郊
』、
北
京
連
合
出
版
公
司
、
二
〇
二
〇
年
七
月
、
初
出
は
稲
鄉鄉
出
版
社
、
一
九
九
五
年

（
７
）　

注
五
所
掲
楼
勁
『
北
魏
開
国
史
探
』
第
三
章
「
経
学
・『
周
礼
』
與
天
興
建
制
及
儒
家
化
北
支
伝
統
」
を
参
照

（
８
）　

川
本
芳
昭
『
東
ア
ジ
ア
古
代
に
お
け
る
諸
民
族
と
国
家
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
第
一
章
「
北
朝
国
家
論
」
を
参
照
、
初
出
は
一
九
九
九
年

（
９
）　�『
魏
書
』
巻
一
・
序
紀
冒
頭
の
「
昔
黃
帝
有
子
二
十
五
人
、
或
内
列
諸
華
、
或
外
分
荒
服
、
昌
意
少
子
、
受
封
北
土
、
國
有
大
鮮
卑
山
、
因
以
爲
號
。

…
…
黃
帝
以
土
德
王
、
北
俗
謂
土
爲
托
、
謂
后
爲
跋
、
故
以
爲
氏
。
其
裔
始
均
、
入
仕
堯
世
、
逐
女
魃
於
弱
水
之
北
、
民
賴
其
勤
、
帝
舜
嘉
之
、
命
爲

田
祖
。」
及
び
同
書
巻
二
三
・
列
伝
第
一
一
・
衛
操
伝
の
「
桓
帝
（
拓
跋
猗
㐌㐌
）
崩
後
、
操
立
碑
於
大
邗
城
南
、
以
頌
功
德
、
云
魏
軒
轅
之
苗
裔
。」
を

参
照
。
ま
た
内
田
吟
風
氏
は
、
黄
帝
子
孫
説
は
当
時
拓
跋
氏
に
臣
属
し
た
衛
操
ら
漢
人
臣
僚
が
蠻
族
の
臣
と
云
わ
れ
た
く
な
い
、
と
い
う
心
情
に
よ
る

発
案
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
し
た
。（
同
「
北
魏
大
邗
城
南
碑
文
考
」、『
龍
谷
史
壇
』
一
〇
〇
号
、
一
九
九
二
年
）

（
10
）　

注
四
所
掲
趙
永
磊
「
塑
造
正
統
：
北
魏
太
廟
制
度
的
構
建
」
を
参
照

（
11
）　

王
柏
中
等
「
北
魏
国
家
宗
廟
祭
祀
制
度
考
述
」、『
中
国
魏
晋
南
北
朝
史
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』、
二
〇
〇
四
年

（
12
）　�

注
三
所
掲
金
子
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
第
六
章
「
北
朝
に
お
け
る
郊
祀
・
宗
廟
の
運
用
」
二
七
二
～
二
七
三
頁
を
参
照
、
た
だ
し
、
年
三
回
・

年
一
回
の
例
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
年
三
回
の
は
雲
中
・
盛
楽
の
神
元
旧
都
で
の
祭
祀
で
あ
る
。『
魏
書
』
巻
一
○
八
・
礼
志
一
の
「
太
祖
初
、

又
於
雲
中
及
盛
樂
神
元
舊
都
祀
神
元
以
下
七
帝
、
歳
三
祭
、
正
・
冬
・
臘
、
用
馬
牛
各
一
、
祀
官
侍
祀
。」
を
参
照
。
年
一
回
の
は
白
登
山
と
白
登
山

21-12-182　006-張雯雯氏.indd   13721-12-182　006-張雯雯氏.indd   137 2022/02/03   17:50:172022/02/03   17:50:17



138

の
西
で
の
祭
祀
で
あ
る
。
同
書
同
巻
永
興
四
年
（
四
一
二
）
條
「
立
太
祖
廟
于
白
登
山
。
歳
一
祭
、
具
太
牢
、
帝
親
之
、
亦
無
常
月
。
兼
祀
皇
天
上
帝
、

以
山
神
配
、
旱
則
禱
之
、
多
有
效
。
…
…
後
二
年
、
於
白
登
西
、
太
祖
舊
遊
之
處
、
立
昭
成
・
獻
明
・
太
祖
廟
、
常
以
九
月
・
十
月
之
交
、
帝
親
祭
、

牲
用
馬
・
牛
・
羊
、
及
親
行
貙
劉
之
禮
。
別
置
天
神
等
二
十
三
於
廟
左
右
、
其
神
大
者
以
馬
、
小
者
以
羊
。」
を
参
照
。

（
13
）　�

梁
満
倉
「
魏
晋
南
北
朝
皇
家
宗
廟
制
度
述
論
」、『
中
国
史
研
究
』
二
〇
〇
八
年
第
二
期
、
後
に
『
魏
晋
南
北
朝
五
礼
制
度
考
論
』（
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）
に
収
録
。

（
14
）　

江
上
波
夫
「
匈
奴
の
祭
祀
」、『
人
類
學
雜
誌
』、
第
五
十
六
卷
第
四
號
、
通
編
第
六
百
四
十
二
號
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月

（
15
）　

注
十
四
所
掲
江
上
「
匈
奴
の
祭
祀
」

（
16
）　�

佐
川
英
治
『
中
国
古
代
都
城
の
設
計
と
思
想　

―
円
丘
祭
祀
の
歴
史
的
展
開
―
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
第
五
章
第
二
節
「
鹿
苑
の
資
源

と
機
能
」
を
参
照

（
17
）　�

拓
跋
氏
の
伝
統
的
な
君
位
継
承
制
度
に
つ
い
て
、
田
餘
慶
氏
は
、
鮮
卑
拓
跋
部
早
期
の
君
位
継
承
で
は
「
父
子
相
続
」
の
継
承
制
度
は
普
遍
的
な
認
識

で
は
な
く
、
嫡
庶
長
幼
の
序
は
ま
だ
形
成
さ
れ
ず
に
君
位
の
争
い
は
主
に
兄
弟
の
間
に
集
中
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
（
同
『
拓
跋
史
探
』、
生
活
・

讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
一
三
頁
）。
松
下
憲
一
氏
は
、
兄
弟
相
続
（「
兄
終
弟
及
」）
及
び
君
位
継
承
の
定
制
無
し
と
い
う
従

来
の
学
説
に
対
し
て
、
代
国
時
代
の
君
位
継
承
は
神
元
帝
の
子
孫
の
中
か
ら
能
力
に
優
れ
た
者
が
諸
部
族
長
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
ま
た
候
補
者
の
母
親

及
び
母
親
の
出
身
部
族
の
影
響
も
受
け
る
、
と
指
摘
し
た
（
同
「
北
魏
に
お
け
る
皇
位
繼
承
」、『
中
國
史
學
』
第
二
九
巻
、
二
〇
一
九
年
）。

（
18
）　

平
文
帝
の
父
、
文
帝
の
子
、
神
元
帝
の
孫
。「
神
元
帝
～
道
武
帝
の
世
系
図
」
を
参
考

（
19
）　

道
武
帝
の
父
、
昭
成
帝
の
子
。「
神
元
帝
～
道
武
帝
の
世
系
図
」
を
参
考

（
20
）　

羅
新
『
黑
氈
上
的
北
魏
皇
帝
』、
海
豚
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
第
三
章
「
内
亜
伝
統
作
為
一
個
方
法
」
を
参
照

（
21
）　

米
文
平
『
鮮
卑
石
室
尋
訪
記
』、
山
東
画
報
出
版
社
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
五
五
頁

（
22
）　

米
文
平
「
嘎
仙
洞
北
魏
石
刻
祝
文
考
釋
」、『
中
国
魏
晋
南
北
朝
史
学
会
成
立
大
会
暨暨
首
届
学
術
討
論
会
論
文
集
』、
一
九
八
四
年

（
23
）　

注
三
所
掲
金
子
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
第
六
章
「
北
朝
に
お
け
る
郊
祀
・
宗
廟
の
運
用
」
二
七
五
頁
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（
24
）　

李
憑
『
北
魏
平
城
時
代
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
第
三
章
第
二
節
「
子
貴
母
死
故
事
」
を
参
照

（
25
）　

窪
添
慶
文
『
北
魏
史
』、
東
方
書
店
、
二
〇
二
〇
年
、
二
四
頁

（
26
）　

注
三
所
掲
金
子
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
第
六
章
「
北
朝
に
お
け
る
郊
祀
・
宗
廟
の
運
用
」
二
七
七
頁

（
27
）　�

金
子
修
一
『
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
史
論
考
』、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
第
五
章
「『
後
魏
孝
文
帝
與
高
勾
麗
王
雲
詔
一
首
』
に
つ
い
て
」（
初

出
は
二
〇
一
四
年
）
を
参
照

（
28
）　�

七
廟
神
主
に
つ
い
て
、
康
楽
氏
は
始
祖
神
元
帝
・
太
祖
平
文
帝
・
烈
祖
道
武
帝
・
太
宗
明
元
帝
・
世
祖
太
武
帝
・
高
宗
文
成
帝
と
顕
祖
献
文
帝
と
し
（
注

六
所
掲
、
二
三
二
頁
）、
梁
満
倉
氏
は
太
祖
平
文
帝
・
烈
祖
道
武
帝
・
太
宗
明
元
帝
・
世
祖
太
武
帝
・
恭
宗
景
穆
帝
・
高
宗
文
成
帝
と
顕
祖
献
文
帝
と

し
（
注
十
三
所
掲
）、
趙
永
磊
氏
は
太
祖
平
文
帝
・
高
祖
昭
成
帝
・
烈
祖
道
武
帝
・
太
宗
明
元
帝
・
世
祖
太
武
帝
・
高
宗
文
成
帝
と
顯
祖
献
文
帝
と
す

る
（
注
四
所
掲
）。

（
29
）　�

趙
永
磊
氏
は
『
魏
書
』
巻
一
〇
九
・
楽
志
・
孝
武
帝
永
熙
二
年
（
五
三
三
）
の
條
「
恭
宗
・
顯
祖
誕
隆
丕
基
」
よ
り
、
恭
宗
が
帝
系
に
戻
っ
た
が
、
孝

文
帝
の
後
に
恭
宗
の
神
主
が
太
廟
に
納
め
ら
れ
た
か
否
か
は
史
料
が
無
く
て
不
明
で
あ
る
、
と
し
た
。（
注
四
所
掲
、
三
七
頁
注
⑫
）

（
30
）　
『
魏
書
』
巻
一
○
八
・
礼
志
一
・
太
和
十
九
年
二
月
癸
亥
の
詔
「
知
太
和
廟
已
就
、
神
儀
靈
主
、
宜
時
奉
寧
。
可
剋
三
月
三
日
己
巳
、
内
奉
遷
於
正
廟
。」

（
31
）　

注
三
所
掲
金
子
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
第
四
章
「
漢
代
に
お
け
る
郊
祀
・
宗
廟
制
度
の
形
成
と
そ
の
運
用
」
一
八
〇
頁

（
32
）　

注
三
所
掲
金
子
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
第
一
章
「
魏
晋
南
北
朝
に
お
け
る
郊
祀
・
宗
廟
の
制
度
」
三
六
～
四
一
頁

（
33
）　�

以
上
の
北
魏
の
殷
祭
の
制
度
と
そ
の
変
遷
と
に
つ
い
て
は
、注
三
所
掲
金
子
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
第
一
章
「
魏
晋
南
北
朝
に
お
け
る
郊
祀
・

宗
廟
の
制
度
」
を
参
照

（
34
）　
「
表　

道
武
帝
期
・
明
元
帝
期
の
宗
廟
の
設
置
と
祭
祀
」
を
参
考

（
35
）　

注
三
所
掲
金
子
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
第
六
章
「
北
朝
に
お
け
る
郊
祀
・
宗
廟
の
運
用
」
三
〇
四
頁
註
（
10
）
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